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岡山市町内会長等懇談会

　春分の侯、町内会関係者各位におかれましてはご健勝
でご活躍のこととお慶び申し上げます。
　令和２年２月９日（日）岡山市南区灘崎文化センターに
おいて岡山市町内会長等懇談会を開催しました。
　皆様お忙しい中、市内の町内会関係者、地域の安全
安心に携わっている方々にご参加いただきました。
　来賓として、大森岡山市長はじめ、浦上岡山市議会議
長、岡山県自治会連合会の皆様、岡山市各種団体の代
表者の方々にご臨席を賜りました。
　本懇談会は、岡山市連合町内会の活動状況を町内会
長等の方々に広く知っていただくとともに、相互の理解と
連携を深めるために開催しており、今年で13回目の開催
となります。
　また、日頃から永年にわたり地域活動にご尽力され、
れんげ賞を受賞された方々には、心からお祝い申し上げ
ます。
　授賞式の後、ご来賓として臨席賜りました大森岡山市
長よりお言葉をいただき、私たち地域活動に携わるもの
にとって、[共助 ] が大切だと思いました。
　活動報告では、スクリーンを使って岡山市連合町内会
及び各区の活動報告があり、参加された皆様に連合町内
会及び各区の活動状況がわかってもらえたと思います。
　今回は講演等ではなく、各区におけるESD活動を発
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□の中に同じ漢字を入れて、四字熟語を完成させてください。
　　① □往□来　　行ったり来たりすること。
　　② □思□愛　　互いに必要とし合っている関係のこと。　
　　③ 青□吐□　　きわめて苦しい状況のこと。　
　　④ □□大笑　　大きな声で思い切り笑うこと。　　　　
　　⑤ 名声□□　　世間での評判が非常によいこと。
　　⑥ □高□大　　大きな態度をとって他人を見下すこと。　　
　　⑦ □言□語　　根拠がまるでないうわさ話のこと。

　年末から年明けとともにコロナウイルスという人
類初めての感染症は、発祥の地中国のみならず、あっ
という間に全世界に感染が広まり、感染の恐怖と、
合わせて世界の経済も一気に委縮してしまったよう
に思えます。３月初めの時点で、岡山では感染が報
告されてはいませんが、小・中・高校などが臨時休
校になる等の大きな影響が出ています。
　私の知人はダイヤモンドプリンセスに乗っていた
そうです。しかしこの方はおおらかな方で、「せっ
かく乗った豪華客船だから十分に楽しめてよい。次
回の船旅は無料で招待してくれているから、現在ど
こへ行こうか考えている。」とのことでした。これ
を聞いて、「短い人生、今をいかに楽しく生きるか」
だと思いました。
　さて、今年度の連町会からは、春の叙勲で１名、
そして秋の叙勲で 3 名の方が勲章をもらわれまし
た。永年にわたり、地域活動を地道にされていたか
らこそいただけた勲章だと思います。
　このように単位町内会長・連合町内会長はそれぞ

表してもらいました。
北区：竹枝学区「旭川かいぼり調査」
中区：富山学区「富山の自然を楽しむ会」
東区：浮田学区「亀山城跡保存会浮田子どもクラブ」
南区：藤田公民館「藤田を楽しくし隊！」
　皆様の楽しい発表を聞いて、実際に参加しているよう
な気持になりました。
　当日参加された皆様にとって、岡山市内色々な箇所で
行われている行事について、ご理解いただけたと思います。
　皆様から頂いた感想はこれからの連合町内会活動に
役立てていきたいと思います。また、頂いた質問は、行
政等と協議し、できるだけ早く回答します。
　これからも包括的な住民組織として、安全・安心な地
域社会の形成、構築、維持に向かって進んでまいりたい
と思います。今後とも町内会、連合町内会へのご理解と
ご協力をお願いします。
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正解者の中から抽選で 10 名の方に粗品を進呈します。
〒住所・氏名を記入の上、下記までお送りください。

〈送付先〉〒700-8544   岡山市北区大供一丁目１－１
　　　　　　　　　　 岡山市連合町内会 会報編集委員会
〈締　切〉令和２年４月31日必着
〈発　表〉発送をもって代えさせていただきます。

編集後記
れ各地域住民の代表であり、また、その町内の人・
現状を一番深く知っている方たちなのです。
　今後とも各町内会長には、これを励みに自治活動
に励んでいただきたいと思います。

【編集委員長】長門　修二
【編集副委員長】小野　大作
【編 集 委 員】多賀　克充・正保　弘行
　　　　　　　 竹井　秋人・西山　拓雄

漢 字 イク ズ
１１６

前号の答え

久世会長あいさつの様子 市長あいさつの様子

ESD活動報告の様子

岡山市内の町内会の皆様が作るホームページ「電子町内会」。電子町内会を地域の皆様にもっと知ってもらうため
に、今年も利活用コンテストを実施します。パソコン、スマートフォン等で電子町内会のホームページを見て、気に入っ
た作品に投票してください。
【投票期間】2020 年 4月1日～4月30日
【投票部門】「写真」「自由テーマ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投票はこちらから→　

電子町内会利活用コンテスト２０20を実施します投票のお願い



■岡山市連合町内会の動き

■岡山県自治会連合会の動き

役員の改選

　　　　　　常任理事　　　　　 理事
　　　　　　竹井　秋人（御休）　 人見　　亨（古都）
◎常任理事会
第５回（10月２日）　　第６回（11月15日）
第７回（12月25日）　　第８回（１月16日）
◎理事会
第６回（10月15日）理事及び常任理事の補充選任 他
第７回（12月９日）被災地への義援金について 他
第８回（１月27日）令和２年度の事業計画について 他
◎新春互礼会及び市政・活動報告会〈関連資料P3〉
（１月８日）
◎会計監査会議（10月25日）（２月10日）
◎専門委員会
・会報第35号編集委員会
　（11月18日）（１月22日）（２月17日）
・ICT推進専門委員会（10月７日）（２月19日）
・組織のあり方検討部会（11月22日）（1月17日）
・町内会活性化検討部会（１月９日）
・共済制度運営委員会（１月15日）
・男女共同参画専門部会（１月27日）

◎都市整備局との懇談会〈関連資料P12〉（10月23日）
◎危機管理室との懇談会（１月23日）
◎各区町内会長等懇談会
　北区（12月21日）（１月30日）　中区（11月９日）
　東区（11月８日）　　　　　　南区（10月１日）
◎町内会長等懇談会　〈関連資料P１〉（２月９日）
◎三市姉妹交流会〈関連資料P2〉（岡山市）（９月25日）
◎会員視察研修〈関連資料P4〉（浜松市）（11月19日～20日）
◎常任理事構成員視察研修〈関連資料P5〉（宮崎市）（10月31日）
◎三市姉妹交流会勉強会（姫路市）（12月13日）
◎会津若松市区長会との交流（会津若松市）（２月７日）
◎受賞報告
◇岡山市有功表彰（11月３日）
　永見　　勝　　深井　忠夫
◇永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・区長感謝状
　〈関連資料P12〉（12月２日）
・20年以上勤続単位町内会長…16名（表彰状）
・退任（5年以上勤続）単位町内会長・区長…60名（感謝状）
◇自治会等地縁による団体功労者総務
　大臣表彰（11月29日）
　瀧本　　孝
　矢根　亮二
◇秋の叙勲〈関連資料P13〉（12月10日）
　遠藤　太郎　　廣田　省吾　　深井　忠夫

■全国自治会連合会の動き
◎令和元年度自治会連合会全国大会
〈関連資料P5〉（宮崎市）（10月30日）　
◎全国自治会連合会常任理事会
（郡山市）（２月７日）
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◎岡山県自治会連合会20周年記念大会
〈関連資料P2〉（岡山市）（１月29日）
◎正副会長協議（10月21日）（12月５日）
◎中四国自治会連絡協議会（丸亀市）（２月12日）

姫路・鳥取・岡山
　　三市姉妹交流会に参加して

岡山県自治会連合会創立20周年記念大会

岡山市連合町内会
監事　光岡　久志

　鳥取市自治連合会、姫路市連合自治会、岡山市連合町内会の三市姉妹交流会が、令和元年 9
月25日に岡山市東区役所において開催されました。
　今回の議題は、「地域活性化対策について」を共通テーマとして各市から発表していただきました。
　各市の報告内容は、岡山市からは、「行事の創生」町内会活性化検討部会の発足、地域交流を
通して地域の活性化を図る等紹介されました。鳥取市からは、「癒し・ふれあい・あるある探し事業」
末垣地域まちづくり連絡協議会を設立し、地区の歴史を地域資源とし、地域の活性化の取り組みにつ
いて報告され、また、姫路市からは、「ブロック別意見交換会の開催」課題が多様化していることから、
各ブロック単位で意見交換会を開催し、課題の共有、解決策の抽出に至る等その経緯、結果につい
て報告されました。
　現在、若い人たちとの価値観の違い、地域の連帯力低下、といった問題が各地で起こっています。
私たちの目指す地域社会は、一人ひとりの生き方が尊重され、自由な発言、行動ができる地域社会で
す。そして、年代に関係なく、課題について皆で考え、意見を出し合い、一緒に活動することで地域
で連帯感を共感することです。安心して楽しく生活できる地域社会、支え合う地域を目標に地域づくり
の輪が広がればと考えます。
　昼食後、会陽で有名な金陵山 西大寺観音院を訪れ、住職から観音院の歴史、西大寺会陽の今
の会陽に至るまでのご説明をしていただきました。
　宝木を手に入れ福を授かるという素朴な宗教信仰に起源を持つ行事が今の形になったことなど興味
深く説明を聞かせていただきました。
　最後に今回の交流会で熱心にご説明頂き、さらに、友好的に交流を図られたことに感謝するとともに、
一層のご活躍をお祈り申し上げます。

　令和２年1月29日（水）建部町文化センターにおいて、岡山県自治会連合会創立 20周年記念
大会が開催されました。岡山県自治会連合会は現在、岡山市、津山市、久米南町、美咲町、鏡
野町、勝央町の2市 4町の住民自治組織による連合組織で、平成 11年 4月に創立されて今年度
で 20 年を迎えます。
　記念大会の第１部は、開会のことば、会長あいさつ、来賓祝辞に続いて、大会宣言が採択さ
れました。大会宣言では次の５つの目標（抜粋）を掲げ、その達成に努めることを誓いました。
　・良好な地縁団体の維持及び形成を目指します。
　・地域住民の代弁者としてその意見を尊重し、多様なニーズに的確に対応するため、資質の向
　　上と品格の保持に努めます。
　・平穏で安らぎのある地域社会の構築を目指し、 行政と協働で安全安心な地域づくりに努め
　　ます。
　・県内の同志と交流・連帯するため、会員増強、人材の登用に努め 、組織の活性化を図ります。
　・歴史と伝統に培われた郷土を伝承し、個性豊かな地域社会の形成・振興に努めます。
　また、この10 年間に地縁による団体（自治会）功労者として叙勲又は総務大臣表彰を受章さ
れた方 を々紹介し、参加の11名に花束の贈呈が行われました。
　第２部では、「『生き活き岡山』の実現に向けて」と題して岡山県知事 伊原木 隆太 氏による講
演が行われました。また、ソーラン鏡野による郷土芸能「ソーラン踊り」を鑑賞しました。

おいしいデザートのお菓子をどうぞ‥

株式会社ドンレミー 岡山工場
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-250-0511

ドンレミーアウトレット岡山店
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-296-2871

東区長あいさつの様子

会長あいさつの様子

県知事による講演の様子

「ソーラン踊り」の様子

三市姉妹交流会参加の皆様

西大寺観音院
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会　　頭　 松　田　　　久
副 会 頭　 石　井　清　裕
副 会 頭　 梶　谷　俊　介
副 会 頭　 髙　谷　昌　宏
副 会 頭　 勝　矢　雅　一
副 会 頭　 森　　　健太郎
専務理事　 髙　橋　邦　彰
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　令和元年 8 月 23 日（金）岡山商工会議所会議室において、岡山商工会議所と岡山市連合町内会
との懇談会を開催いたしました。岡山商工会議所より、松田会頭、中島・石井・梶谷副会頭、理事、
事務局 4 名、岡山市連合町内会より久世会長、荻原・岡本副会長、多賀・加藤・ 園常任理事、事務局 1名の出
席でした。松田会頭、久世会長のあいさつの後、懇談に入りました。
〇操車場跡地について…現在、岡山市西部総合公園 ( 仮称 ) 活用準備会で活用方法が検討されており、地元町内会
も参加しています。
〇路面電車の駅乗り入れや延伸について…南北を繋ぐ交通手段が少ないので駅西口まで延ばしては、との意見も
出ました。
〇学童保育について…学童保育は今まで地域が運営していたが、少しずつ市へと
運営の移行が進んでいます。移行すれば、保育や支援の質や保護者の負担金も
統一されるが、負担金が高くなるところは困る。また地域との繋がりが薄くな
るのではないかとの意見も出ました。
〇 2020 年の花火大会について…2020 年の開催も場所と警備が問題とのこと。オ
リンピックの開催と重なり警察官が東京へ行くため開催は難しいとのことで
す。そのため烏城のプロジェクションマッピングなど他の方法も考えているそ
うです。
〇フルーツパフェの街おかやまの PR について…2019 年で 10 周年となります。
岡山市にも PRを協力してもらっているが、岡山市連合町内会にも協力してほし
いとのことでした。
　他にも市民の日、ファジアーノ岡山、シーガルズの事なども話し合われました。今後も忌憚のない意見交換の
できる会として続けていければと思いました。

文化･スポーツで深まるブルガリアとの交流　～2019年11月岡山市民文化交流団派遣～
　2019 年 11月14日から20日にかけて、市民文化団体
25 名を含む総勢 34 名からなる「岡山市民文化交流団」
（団長：大森雅夫市長）は、ブルガリアのプロヴディフ市
を訪問しました。
　プロヴディフ市と岡山市は、1972 年に姉妹都市締結をし
て以来、47 年にわたり訪問団の派遣、受入れなどの交流
を続けてきました。また、2017 年度からは中高生のホーム
ステイ派遣、受入れも継続的に実施しています。
　今回の訪問は、2019 年にプロヴディフ市で開催される
EUの一大文化イベントである「欧州文化首都」に合わ
せて招待を受けての訪問です。
　プロヴディフ市では、11月11日に就任したばかりのディミ
トロフ市長を表敬訪問し、多くの市政府関係者から心温ま
るおもてなしをいただきました。現地の視察では、姉妹都
市締結 20 周年を記念して岡山市からプロヴディフ市に寄
贈した桃太郎像が設置されているシメオン皇帝公園を訪問
し、プロヴディフ市からは、2022 年に姉妹都市締結 50 周
年を迎えることを記念して、岡山市に像を贈りたいという提
案がありました。
　欧州文化首都イベントでは、16日、17日にプロヴディフ
市内の文化ホールと市庁舎前広場の特設ステージで、岡
山三曲協会の皆さんが和装して尺八、箏、鼓の伝統楽器
を演奏し、うらじゃ団体の皆さんは桃と旭川をテーマに今
回特別にデザインした衣装で演舞しました。18日には、現
地の高校を訪問し、伝統衣装をまとった高校生による民族
舞踊「ホロ」と、伝統的なパンの「バニッツァ」で歓迎され、
高校生 80 名が、演奏・演舞の鑑賞だけでなく、実際に
伝統楽器に触れたり、温羅化粧をして一緒に踊ったりしま
した。最後に、尺八を模して練習用に特別に制作した笛と、
ブルガリア特産物のバラと岡山市の桃を描いたうらじゃ踊り
で使用する大旗をプレゼントしました。
　多くのプロヴディフ市民の方 と々一緒に日本の伝統音楽

を鑑賞し、手を取り合ってうらじゃを踊ることで、言葉の壁
を越えて心の通い合う交流ができたと実感しています。
　次に、大森市長が首都ソフィア市を訪れ、2020 年の東
京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたホストタ
ウン交流としての事前キャンプ受入れ等についてクラセン・
クラレフ青年・スポーツ大臣をはじめ、各競技団体の関係
者と協議しました。
　岡山市でキャンプを行ったレスリング、バドミントン、バレー
ボールの各連盟からはお礼のお言葉を頂きました。また、
大臣からは、「ブルガリアがメダルを獲った場合は、岡山市
がメダルを獲ったようなものだ」とおっしゃって頂きました。
　2020 年にはホストタウンとしての事前キャンプの受入れ、
2022 年には姉妹都市締結 50 周年を記念したプロヴディフ
市訪問団の招待など、多くのブルガリアの方々が来岡する
予定です。各競技団体やディミトロフ市長からは、是非と
も岡山市を訪れ、交流を深めたいと前向きな意向が示され
ています。今回の訪問では、両市の先人が築いてきたこ
れまでの一つ一つの交流が、より深く、より広い分野に拡
大していることを実感できました。今回の訪問を契機として、
今後のさらなる友好交流を進めてまいりたいと思います。

懇談会の様子

岡山商工会議所との懇談会

新春互礼会及び市政・活動報告会

岡山市連合町内会
常任理事　　 園　　茂

岡山市連合町内会
常任理事　伏見　公誠

　令和 2 年 1月8日、令和の時代を迎えて初の岡山市連合町内会新春互礼会及び市政・活動報告
会が、メルパルク岡山にて開催されました。
　来賓として、浦上議長、松田副議長、ファジアーノ岡山の北川代表、市からは大森市長、那須・
加藤両副市長、市民協働局から田渕局長、中西次長のご臨席を賜り、約 80 名が出席して開かれま
した。
　久世会長の年頭の挨拶では、昨年の浜松市への視察研修で防災について学んだことを、岡山市
でも活かしていきたいこと、2月9日に予定している町内会長等懇談会では、各区からESD活動に
ついての活動発表を準備しているので、沢山の皆様に参加していただきたいとお話がありました。
　次に、今年度、様 な々賞を受賞した連合町内会会員の方々のご披露と花束贈呈があり、その後、
浦上議長より来賓のご挨拶をいただきました。
　その後、大森市長により以下の内容の市政・活動報告がありました。
・今年の一文字…「勢」という字で行きたい。
・自主防災会…公助が届く前に、自助・共助でなるべくたくさんの命が救えるよう、組織を立
ち上げてほしい。
・街なか…路面電車の駅への乗り入れや県庁通りの一車線化により歩道が広がること、千日前
の岡山芸術創造劇場（仮称）の話。
・周辺地域の交通…周辺地域から中心部への路線バスの運行を整理し、高齢者・障がい者割引
等も考えていきたい。
・待機児童…潜在需要、無償化、保育士不足の問題があり難しいが、０を目指したい
　予算の問題もありますが、すべてを実現化して、新しい岡山を目指していければと楽しみにしてお
ります。
　最後に久世会長から、岡山市連合町内会の活動報告を行い、盛会のうちに終えました。

会長あいさつの様子桃太郎像前で記念撮影

プロヴディフ市民とうらじゃ総踊り

受賞した皆様

市長の市政・活動報告の様子

市民協働局市民協働部国際課
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地縁による団体（自治会）功労者として、令和元年度には岡山市で4名の方が叙勲を受章されました。

●大和田　黎子（春の叙勲・旭日単光章）
　令和元年５月28日、東京新高輪プリンスホテルにおいて、長年の地方自治功労ということで、旭日単光
章を授与され、宮中において、天皇陛下のご拝謁を賜る栄光に浴しまして、身に余る思いでございました。
そのうえ、仲間の皆様から、心温まる祝賀会を開催していただき、喜び感極まる思いでございました。
この栄誉は、長きにわたり、地域の皆様と共に取り組みました活動が評価されたことですので、皆様と共に
いただいた栄誉と、心から嬉しく感謝な気持ちで一杯です。
　今後とも、明るい地域づくりのために微力ながら、活動を続けて参りたいと思いますので、皆様の一層の
ご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

●遠藤 太郎氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　皆々様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、私こと令和元年秋の叙勲に際し、旭日単光章をいただき、誠にありがたく厚く御礼申し上げます。
　去る12月10日勲章の伝達を受け、引き続き皇居に参内し、豊明殿において天皇陛下拝謁の栄誉と共
にお言葉まで賜り、感激の極みでございました。
　これもひとえに皆様方のご指導ご支援の賜と家族共々深く感謝申し上げます。
　今後はこの栄誉に恥じないよう一層精進しいささかなりともご芳情に報いたいと存じますので、従前と変
わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら皆様方のご健勝とご多幸を衷心よりお祈り申し上げ、謹んでお礼の御挨拶といたします。

●廣田　省吾氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　さて私、この度令和元年秋の叙勲に際しまして、はからずも旭日単光章の栄誉に浴しました。
　身に余るこの栄誉はひとえに皆様方の心温かいご指導ご高配の賜と深く感謝いたしております。
　お蔭をもちまして、去る令和元年 12月10日プリンスホテルにて勲記・勲章の伝達を受け、引き続き皇
居へ参内いたし豊明殿にて天皇陛下に拝謁の栄を賜り感激の極みでございました。
　今後はこの栄誉に恥じることのないよう一層精進いたす所存でございますので、何卒従前とかわらぬご
厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら、皆様方のますますのご健勝とご多幸を衷心よりお祈り申し上げます。

●深井　忠夫氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　令和元年度秋季叙勲授与に当たり、はからずも（旭日単光章）拝受の栄に浴しました。
　これも地域における皆様方のお支えの賜物と思い有難い極みで御座います。
　今後はこの栄誉に恥じない様一層の精進いたす所存で御座いますので、変わることなきご芳情を賜りま
す様、お願い申し上げます。
　さて、私事で御座いますが、この授章につきまして、わが身の都合により勲章伝達式及び皇居での拝謁
に行くことが出来ず、残念に思う次第で御座います。今後ともこの受章を謙虚に受け止め精進いたします
ので、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。最後になりましたが、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申
し上げまして叙勲受章御礼の御挨拶とさせていただきます

　11月19日・20日に浜松市へ総勢 40 名で視察研修に
行きました。
　1日目は防潮堤の視察を行いました。
「防潮堤整備事業の説明」
　最初資料室で防潮堤整備事業の説明を聞き、その中で、
浜松市には「レベル１」の津波を想定した標高 9m程度
の防潮堤は作られていましたが、最大クラスの地震・津波
が防潮堤を超える「レベル2」の津波による甚大な水害が
予想されます。また、地震発生から津波の到達までの時
間が非常に短いため、市民の財産を守り避難の時間を稼ぐ
「減災」を目的に、総延長 17.5km、標高 13～ 15m 程
度の新たな防潮堤を建設しています。
　災害に対する問題意識はありましたが、「レベル２」の
津波・災害を想定した備えとなると、国の補助金などが使
用できず大規模な対策が出来ていませんでした。そうした
中、浜松市では一条工務店グループから「300 億円」の
寄付があり、また浜松商工会議所から「15 億円」の寄付、
県市から「15 億円」、総計「330 億円」を事業費として
建設しています。
「防潮堤視察」
　説明の後バスで実際の建設中の防潮堤を見に行きました。
　バスから降りるとこの日は風の強い日で立っていると風に
おされる状況の中13mの防潮堤の頂に立ちますと、高さも
さる事ながら17.5kmの端から端まで見通せて、その壮大
さに感動を覚えました。
　2日目は同じ浜松市の「自主防災隊連合会」の視察研
修を行いました。
「浜松市の防災・減災の取り組み」
　まず危機管理課より浜松市の概要と行政側の防災対策
について解説してもらいました。
　浜松市は人口規模、山間部や広範囲に多様な地域が
あり岡山市とも似た状況でもあります。私たちとしても勉強
することがたくさんありました。
　特に感心したのは小中学生に「防災ノート」を配布し
学校で防災教育を行っていることです。そして「防災ノート」
については、生徒用の物だけでなく教師用の指導書も作
成し授業のカリキュラムに組み込まれているそうです。
「自主防災隊の概要・役割」
　組織されている自主防災隊（組織）は各自治組織（町

防潮堤視察の様子

防潮堤整備事業の説明

防災学習センターの様子

会員視察研修 岡山市連合町内会
常任理事　加藤　公彦

内会）で基本の単位として「738」の自治組織に対して、
自主防災組織は「795」となっており自主防災組織の数が
多い状況であります。
　自主防災隊の活動は、防災訓練・防災機材の管理・
避難所運営訓練・防災リーダーの養成などを行っています。
「防災学習センター視察」
　市民向けに防災の学習や体験の場を提供しています。
次世代である小中学生の防災教育について学べる施設
で、家庭内での防災・減災の備え等が学べる施設であり
ます。
　岡山に持ち帰って、色々勉強してきた事を役立てていけ
ればと思います。

藤 田 団 地 事 業 協 同 組 合   

一般社団法人藤田団地管理会 

藤田団地汚水処理施設管理組合 

藤 田 企 業 団 地 自 治 会 

地縁による団体（自治会）功労者に対する叙勲について
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全国自治会連合会全国大会及び
常任理事会視察研修

都市整備局との懇談会

令和元年度永年勤続町内会長及び区長表彰状・感謝状贈呈式

日　時：令和元年10月30日（水）～31日（木）
場　所：宮崎県宮崎市　フェニックスシーガイアコンベンションセンター
参加者：岡山県16 名（内訳：岡山市 13 名　津山市３名）
　オープニングには、宮崎県吹奏楽コンクールでは連続金賞、マーチングコンテストでも金賞を受賞している宮崎学園高
校吹奏楽部のおもてなしがありました。続いて式典に入りました。
　第１部では、全国の自治会より、約1,000 名の方々が集まり、互いに抱える課題を共有・理解し、解決に向けた研修や
情報交換を進めること等を目的として大会が開催されました。
　内閣総理大臣のメッセージ披露や大会宣言の採択、全国自治会連合会会長表彰が行われ、岡山県自治会連合会から
8 名受賞されました。開催地実行委員会会長、宮崎県知事、宮崎市長の御挨拶のなかで『宮崎県は九州地方南東部に位
置し、県庁所在地及び最大の都市は宮崎市です。県木である「フェニックス」に代表される南国情緒豊かな気候から、春
季のプロ野球やサッカーJリーグのチームなどのキャンプ地として知られています。全国の中で平均気温 3位、日照時間 3
位、快晴日数 2位で明るく温暖な気候です。そんな温かい太陽の下で、全国1位の宮崎牛（全国和牛能力共進会で２回
連続日本一獲得）や地鶏、キャビア、マンゴーなど美味しい食べ物、きれいな海や森、日本の神話のルーツとなっている
神社など、魅力がたくさんあります。』とお話がありました。
　第２部では、宮崎県立看護大学・大学院教授　大館真晴（おおだてまさはる）氏
による記念講演が行われ、「神話の源流みやざき」と題して宮崎の歴史や風土などを
紹介されました。
　紹介のお話のなかで一部面白く記憶に残ったのが、桃太郎伝説です。宮崎県では、
お爺さんが山に芝刈りに、お婆さんが川に洗濯に…。川から沢山の桃が流れてきまし
た。それを家に持ち帰り桃が大変美味しそうなのでお爺さんが家に帰ってくるのが待
ちきれず沢山桃を食べました。お爺さんが家に帰ってくると、そこには若い娘がいま
した。話を聞いたお爺さんも沢山桃を食べ若返りました。そして男の子を授かり、そ
の子に桃太郎と名付けました。
　第 3部では、宮崎市中央東地区自治会連合会、柳丸自治会、延岡市区長連合協
議会による活動発表が行われました。
　平成の大合併からの沿革、現状の状況の説明から人口減、防犯、防災、福祉、
高齢化率の上昇などの諸問題、諸問題からの新たな取り組みなどをそれぞれの団体
から紹介されました。
　また第４部の交歓会では、高千穂の夜神楽（国指定重要無形民俗文化財）・木花
相撲踊り・民謡歌手「浅野　晴香」・宮崎ひょっとこ笑福会「日向ひょっとこ踊り」を
鑑賞しながら、全国の自治会の方 と々交流を行いました。
　翌日、宮崎市内「江田神社」「青島・青島神社」などの視察研修を行いました。
　江田神社：宮崎市岐原町は「禊ぎ発祥の池」「祝詞発祥の地」と言われる場所で
す。日本最初の夫婦となった神様が祀られています。照葉樹の葉が輝く参道、パワー
を授かるご神木。天照大神などの多くの神様が誕生した「禊地」がある最強のパワー
スポットです。
　青島・青島神社：青島のほぼ中央に鎮座する神社で、周囲1.5kmの青島全島が境
内地であり、周囲には「鬼の洗濯岩」と呼ばれる奇岩に囲まれ全島が熱帯・亜熱帯
植物の群生地として、国の特別天然記念物に指定されています。古くは聖なる島とし
て一般人が立ち入ることを禁じられ、海幸山幸の神話にも縁ある場所、縁結びにご
利益があります。

　令和元年10月23日に岡山市都市整備局長と都市・交通・公園担当局長の２名、岡山市連合町内会
会長他 10 名、事務局３名が出席して懇談がおこなわれました。
【公共交通の計画（バス・電車の路線）】
　岡山市総合交通計画として、公共交通だけでなく、道路と交通をバランスよく整備していきます。路面電車乗り入れを
含めた岡山駅前広場整備計画では、広場の整備を令和４年の完成を目指しています。ＪＲ桃太郎線（吉備線）のＬＲＴ化
を推進し、そして路線バス再編の全体像としては、協議会を立ち上げて再編等を検討中です。
【環状線の整備状況と今後の計画】環状線整備状況図参照
　外環状線の整備（42％）を進めている。
【災害の対策について】
　道路橋の耐震化は、耐震補強が必要な橋
36 橋のうち、災害緊急輸送道路を優先して
工事を進めて、未工事は残り6 橋です。道路
防災対策は、道路脇の落石や法面崩落など
道路防災事業を実施し定期点検などの監視を
する。無電柱化の状況説明や、建築物等の
耐震化などを促進しています。市の助成制度
として、ブロック塀等撤去補助制度など他３
件の報告と、以上の説明がありました。
◎各拠点への公共交通の拡充整備、道路整
備や交通量増加による渋滞緩和への対策、
安全確保の対策などの要望・意見交換を行い
ました。

　永年にわたり町内会長、区長として市政の発展に貢献していただいた方々
の功績を称える、永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・区長感謝状贈
呈式が 12 月 2 日に岡山市役所にて行われました。今年度は 76 名の方が受賞
され、大森雅夫岡山市長から表彰状及び感謝状が贈呈されました。

◆表彰状◆　20 年以上、単位町内会長の職にある方・・16 名
　相生町三丁目町内会　中川　幸次　　　　吉町内会　　　　　荒木　弘之
　清心町町内会　　　　飴野　収八　　　　旭清町町内会　　　細川　信一
　万成町内会　　　　　吉松　靖雄　　　　倉益東町内会　　　内藤　淳美
　大安寺東町町内会　　福田　　修　　　　今在家町内会　　　枝松　誠一
　野田一丁目南町内会　上田井保夫　　　　松新町北町内会　　池畑　一男
　今六丁目町内会　　　黒住　卓弘　　　　米倉町内会　　　　安井　　哲
　松崎町内会　　　　　光森　正豪　　　　内尾南町内会　　　三宅　　昇
　深茂町内会　　　　　長門　修二　　　　錦中上ノ町町内会　逢坂　澄夫

◆感謝状◆　５年以上、単位町内会長・区長を務め退任された方・・60 名
　受賞者を代表して、長門修二氏から「今回受賞の感激を忘れず、自らの役
割を深く認識し、町内会の繁栄と安全安心に暮らせる地域づくりに全力で取
り組みたいと思います。」との謝辞がありました。

岡山市連合町内会
常任理事　矢吹　滋道

岡山市連合町内会
常任理事　竹井　秋人

全国自治会連合会会長表彰の様子

大館真晴氏の講演の様子

表彰状・感謝状贈呈の皆様

青島神社
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岡山芸術祭 2019 開催される

　2019 年 9月 27 日から 11月 24 日まで、旧内山下小学校をはじめとして、天神山プラザ
・林原美術館・シネマクレール・オリエント美術館などを会場に中央学区で行われました。
　ちょうど今年は瀬戸内芸術祭も開催されている時期と重なり、多くの外国人観光客もこれを見に岡山
へ来られていました。やはり目立って多いのは白人の方々ですが、アセアンの方も多く、駅前商店街で
はスーツケースを引きずって歩いている観光客を大勢見かけました。また駅前の薬局には外国語での話
が飛び交っていました。
　さて、この芸術祭は現代芸術です。旧内山下小学校の土俵には、電気モーターで動く蛇がいたり、真っ
暗な教室の床や、黒板には 20㎝の穴をあけたり、大きな水槽があったり、プールは一面ピンク色であっ
たり、圧巻は運動場が砂漠地帯のように盛られていたりと、とても普通の人なら理解しにくい表現の芸
術作品でした。理解しようと思うから、理解できないだけのことであり「こんなもんだ」と思えば、そ
んなもんです。
　会期中は大勢の方が見に来られ、もちろん地元民も大勢参加をさせていただき、とても楽しく、考え
させられる芸術祭となりました。

旭川かいぼり調査 竹枝学区連合町内会
会長　入野　　誠

　竹枝学区では、「子ども達にふるさとを伝えたい、ふるさとへの愛
着と誇りを持って育ってほしい。」との思いから、地域住民と小学校
の協働事業として、「水辺の樂

がっこう

校」「田んぼの学校」「ふるさと学習」
等の自然体験活動や環境教育に取り組んでいます。
　ここでは、竹枝ならではの活動として、「旭川かいぼり調査」を紹
介いたします。
「かいぼり調査」は、竹枝小学校前の旭川の分流約 200 ｍをせき止め、
減水した川の中で魚などの水生生物の生息状況を調べる全国的にもユ
ニークな「市民参加型調査」です。きっかけは、「川が変わったと言
うけど本当なの、自分たちの目で確かめてみたい」という竹枝小児童
の声でした。
　岡山理科大学などの研究者、漁協、環境保護団体など、多くのみな
さんの応援を得て、実行委員会をつくって開催しています。
　生きもの調査と併せて、川ゴミの回収や川を耕す活動（川底に埋まっ
た石を掘り起こして水生昆虫などの住処となる隙間を増やす）も行っ
ています。
　2006 年に始め、今年で 13 回目になります。毎回、子ども連れの若
い家族、学生など、500 名前後の参加があり、川に人が溢れます。
　昨年も 27 種の淡水魚が確認されるなど、豊かな川であることが確
認されました。
　これまでの調査から「川を耕せば生きものが増える！」ことが明ら
かになってきています。
　今年の「かいぼり調査」は11月1日（日）です。ぜひ参加していただき、
「生きものがあふれる川を再生して、子ども達に残す」この取り組み
を応援いただければ幸いです。

南方地区連合町内会
会長　小野　大作

オープニングセレモニーの様子 旧内山下小学校の土俵 旧内山下小学校の運動場 旧内山下小学校のプール

重機で分流の流れを堰く

減水した川に人があふれる

みんなで魚などを熱心に採集

妹尾学区　ねこの手妹尾
代表　森本　美智子

福浜学区連合町内会
会長　谷　多賀巳

　超高齢社会の現代。妹尾学区もまた例に漏れず、4人
に1人が 65歳以上という高齢地域となっています。元気
にハツラツと過ごされている高齢者もたくさんおられます
が、身体機能の低下や体力の限界により日常生活に不便
さを感じている方も大勢おられます。
　介護認定を受けサービスを利用していても、介護度で
定められた内容には限りがあり、日常のちょっとした困り
ごとへの対応は難しく、高齢者自身で解決するか、我慢
をしながら生活するしかないのが現状です。
　かねてから高齢者の生活支援を考えていた私は、妹尾
学区の小地域ケア会議で、地域ぐるみで高齢者をサポー
トする事業を立ち上げたいと発言し具体案を示しました。
そして、その考えに賛同してくれた有志が集まり話し合い
を重ね１年間の構想を経て、令和元年10月１日「シニア
サポート倶楽部ねこの手妹尾」が発足しました。
・ゴミステーションが離れていてゴミ出しに行くことが負
　担になってきた
・庭の雑草や落ち葉の掃除ができなくなってきた
・運転免許証を返納し買い物や通院が不便になってきた等、
ちょっとした暮らしの困りごとに耳を傾け、支援できる人
ができる範囲でお手伝いするという有償ボランティア組
織です。

　本誌 34号のコラム欄に多くの方が地域行事に子供た
ちの参加の大切さを述べておられます。私たちの福浜学
区の行事も、各町内会の行事にも全て子供たちが参加し
て楽しく賑やかに行われていますが、内情は手放しで喜
んでばかりはいられない事情が潜んでいます。
　各行事を行うには概ね恒例によってという面は否めませ
んが、実際の行事を行うに当たっては実行委員会で毎年
打合せを行います。子供たちの参加については子ども会
の役員と打合せするのが通例です。
　今、福浜学区ではその子ども会自体が存続の危険水
域に入っているといっても過言ではない状況なのです。
学区は８町内会、全児童数は 806人ですが、その内子ど
も会に加入している児童は 273人です。加入率３割強で
す。子ども会に入っていない子供については町内会毎で
対応に多少違いはあります。
　例えば運動会の選手集めなどでは子ども会役員も子ど
も会以外の子供たちには声が掛け難く統制も責任もとれな
いのが実情であり、これは他の行事についても同じです。
　私たちの子育て時代には町内の子供たちはほぼ全員子
ども会に加入していました。この激減ぶりは何なのでしょ
うか。スポーツクラブに入ってほぼ毎日が練習でなかなか

暮らしの困りごとを地域でサポート
「ねこの手妹尾」

地域での子育てと子ども会

　ボランティアスタッフもまたシニア世代の方々ではありま
すが、人の役に立ちたいと生きがいを感じながら作業に
取り組んでおります。妹尾学区連合町内会が全面協力し、
地域ぐるみで支え合いを実践しているということが住民
の安堵感と高齢者の暮らしやすさに繋がっていると信じ
ています。「助かるわぁ。妹尾に住んどってよかったわぁ。」
という利用された方の声を励みに今後も事業発展に努め
ていきたいと思います。

地域行事に参加できないので入らない等の事情はあると
してもそういう事ばかりでもなさそうです。私の聞いてい
る範囲で一番気になることは親たちの事情にあるようで
す。以前から伝統的に子供たちが上級生になるとその親
は子ども会の役員をするようになります。役員をしたくな
い、またはやれない親は折角子ども会に入っていても５
年生になると辞めさせるような現象がではじめて、加入
者減がはじまり、今では初めから入らせない家庭が増え
てきたのが大きな原因のようです。スマホの普及で好きな
時にゲーム等で遊べる、塾が忙しい等の他にも子ども会
自体に魅力を感じていないということもあると思います。
　しかし、私たちは子ども会の活性化、充実こそが地域
で子供を育てる事での一番の早道であり大切なことだと
思います。

「ねこの手妹尾」スタッフ

「ねこの手妹尾」チラシ

庭
掃
除
作
業
の
様
子

コラム
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団体役員らの 80人規模で月１回ペースでプロジェクト会
議を重ねています。又、自主防災会結成助成金を活用し
軽トラック（拡声器を備え付け）を購入し災害発生時の
避難呼び掛け等に活用することとしています。
　今後は色々な災害パターンに対応出来る避難の在り方
（垂直・在宅）等の取り組みも必要と考えています。

富山学区連合町内会
会長　小橋　一郎

御休学区吉井町内会
会長　難波　恒夫

　富山学区では、平成 31年 4月1日新たに学区自主防
災会を結成しました。それ以前は「とみやま防火防災会」
という組織が中心となり、倉安川の増水時に対応しての
可搬式ポンプの稼働、消防分団への活動支援、学区で
の防災訓練などを行ってきました。
　平成 30 年７月に発生した西日本豪雨では、７月に２回、
８月に１回と計３回富山小学校に避難所を開設し学区の
人々を受け入れました。その際、学区としての現状では
全ての面で準備不足であることを痛感しました。災害は
いつ起こるかわからない。行政からの指針・指導を待って
いるだけでは手遅れになることを再認識させられました。
　そうしたことから、平成 31年２月に「志」有る者数名
により、地域住民が（逃げ遅れず、早めに避難）できる
「声かけ、避難誘導」「避難者の受け皿となる避難所運営」
の体制作りを目指して、“犠牲者ゼロプロジェクト”を発
足させました。折しも、岡山市危機管理室が各連合町内
会、単位町内会に対し、自主防災会の結成を促している
ことに呼応し、富山学区でも正式に立ち上げました。全
国で災害が増加し今後も高い確率で発生が予想される、
水害・土砂災害・地震等の大災害時に「犠牲者を出さない」
を目指して、可能な限りの防災準備を学区全体で進める
ために“犠牲者ゼロプロジェクト”を活動の基幹として、
現在、運営委員12 名を中心に単位町内会・役員、各種

　岡山市東区吉井、吉井川にかかる備前大橋から県道
沿いに 500 ｍほどの上流に、「岡山県指定史跡倉安川吉
井水門」があります。一見見逃してしまいそうな所ですが、
この吉井水門が昨年の９月４日に「世界かんがい施設遺
産」に登録されました。
　この水門は二つの水門の開閉により水位を調節して船
を通す「閘

こうもんしき

門式」としては現存する日本最古の水門で、
340 年前の姿を現在も見ることができます。
　これもひとえに、地元の人々の協力なくしては維持管
理できることではありません。水門周辺はもとより倉安川
全体の環境保護活動の実施。また、このような活動を後
世に残していく取り組みも積極的に行われています。毎年
開催される地域イベント「御休のつどい」では、たくさん
の参加された人たちの前で地元の小学生による史跡等の
研究発表が行われ、みなさん興味深く聞かれていました。
こうした取り組みを子供たちから大人まで、継続的に行っ
ていくことが大切なことだと思います。
　私たちにとっては、毎日見慣れた風景が、この度の世
界遺産登録で多くの人たちが見学に来られるようになり、
まさに「地元の宝が認められた」という気持ちです。
　この度の登録に関しましては様々な方々のご尽力のお

防災力向上への取り組み

地元の宝、認められた

かげで達成することができました。この場をかりて感謝
申し上げます。
　春には桜の花が咲き、夏には水門を背景に三連水車
がまわり、船溜まりには美しいカワセミがみられることも
あります。
　これを機に、一度見に来られてはいかがでしょうか。

新規サロン・オープン

太伯振興梅まつり

　旭東学区には既に12の町内会単位のサロンが有りますが、13 番目として 2019 年の1月に学区コミュニティ
協議会でコーヒーサロンを始めました。学区唯一、男性主催のこのサロンの内容はいたってシンプルで体操・ゲー
ム・合唱などのイベントは一切無しで、ただコーヒーを飲んでしゃべって過ごしていただきます。ホットコーヒー
以外の飲み物は提供しませんが、このスタイルを変える予定は今のところ有りません。
　始めて以来 12月現在で1日平均10 名の参加が有ります。毎週月曜日の午後１時半から3 時までの1時間
半ですが年末年始を除いて祝日でも振替休日でも開いています。年間 52 回を予定しており参加者は多い日で
20人、少ない日は１人という寂しい日も有りましたが「来
てみたら閉まっていた」ということの無いように悪天候
でも休まず頑張って開いています。
　とにかくこのサロンは笑い声が絶えません。冗談を
交えながら近況を話したり、地域のニュースを共有した
りして有意義な時間を過ごしてもらっており「月曜日に、
ここのコーヒーを飲んで一週間の活動を開始する。」と
いう人や、お菓子を差し入れてくれる人もいてスタッフ
の励みになっています。
　続けるのは大変ですが、周囲の方々の協力を得なが
ら学区の人たちの憩いの場としてこれからも続けていき
ます。

　梅を中心に太伯学区内外の多くの人々の交流を図り、太伯学区民の連帯感を
促進させるとともに『太伯』の知名度の向上と太伯地域の活性化を図る目的で
梅まつりを開催して今年で 23回目となります。
　昔より地域住民によって育て守られてきた神崎梅園と、それに隣接する神崎
緑地公園に梅園が設けられ、梅の里として周知されてきました。
　梅の木の管理や植樹などの作業に、地域住民が年間を通じて協力し、6月に
は梅ちぎりで賑わい、収穫した梅の特産品の開発と販売を行っています。
　緑地公園は子どもたちの遊び場として地域内は元より地域外の利用者も多
く、梅の開花時期には市内の幼稚園がバス遠足で来園し楽しんでいます。
　今年の梅まつりは令和2年2月16日（日）に開催され、オープニングイベントでは
　・岡山県警音楽隊による演奏
　・和太鼓の競演
　・うらじゃ演舞
　・太伯民謡同好会演舞
　・山南中学校ブラスバンドによる演奏
などがイベント会場にて開催されました。
　また会場には屋台村ゾーンもあり色々なお店が出店し、子ども遊びコーナー
のふわふわドームでは子どもたちが楽しみました。
　緑地プラザ周りでは地元のよもぎが入った草もちの実演販売があり、長蛇の
列ができるほど人気があります。梅園の中の抹茶席や梅ジュースのお接待も好
評でした。
　これからも太伯振興梅まつりを継続していきます。

旭東学区連合町内会
副会長　細川　信一

太伯学区連合町内会
会長　生内　昭泰

学区 ・地区の話題

コーヒーサロンの様子

梅園の様子

イベント会場の様子

草もちの実演販売の様子

プロジェクト全体会議

購入した軽四トラック

「世界かんがい施設遺産」の看板 船溜まりと二の水門

水門内部

堰板（せき板）と昇降装置
一般開放はしていません
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地名「妹
せ の お

尾」の由来 妹尾学区連合町内会
副会長　佐藤　春雄

　「妹尾」という地名の由来は、この地域が瀬戸内の山の瀬の尾っぽのようなところ
に位置していたので、瀬の尾（妹尾 )と呼ばれるようになったと伝えられています。
　また、その昔妹尾は平家の大将の一人であった「妹尾（瀬尾ともいう）太郎兼康」
の領地でありました。
　当時の城跡と思われるところは現在「稲荷山」と呼ばれ、お稲荷様が祀られてい
ます。このあたりは広 と々した平野が続き穀倉地帯をなしていたようですが、かつて
は「吉備の穴海」という干潟で漁業が盛んに行われていたようです。
　妹尾太郎兼康の母は瀬尾兼門の妹保子で、兼門は太治元年（1126 年）に滅びま
したが保子だけは鳥羽上皇の宮女として仕えていて、上皇の御子を宿していたため許
され、平忠盛（清盛の父）に預けられて、上皇の御子を生んだと伝えられています。
　これが「妹尾太郎兼康」です。
　妹尾太郎兼康は16歳で妹尾に入り、城を築いて「洲浜城」と称していたと伝えら
れています。
　また、兼康公は土木技術にも優れたものを持っていて、水源に乏しいこの地域に、
高梁川を水源とした「湛井十二ヶ郷用水」の整備をしたことは特に有名で地元では開
発領主として名を残しています。
　この妹尾太郎兼康に因んで、この地を「妹尾」と呼ぶようになったとも伝えられて
います。

旭川河川敷の住吉宮と緑地公園 平福学区　福島一丁目町内会
　　　　　藤原　雄機

学区 ・地区の話題

洲浜城跡の様子

妹尾太郎兼康の碑

　平福学区は、旭川西岸の河口付近に位置しており、福浜学区の人口が増えたため、昭和 49年にふたつ
に分割されてできた学区です。
　今回は、当学区自慢の旭川の河川敷にある住吉宮と緑地公園を紹介します。
　住吉宮は、今から約 350 年前の寛文 12年（1672 年）に、岡山城下へ出入りする船が多くなったので、
藩主池田光政が、航海の守護神として、上道郡藤井村から勧請移設されたものと言われています。
　住吉宮といえば、やはりお祭りです。お祭りは、夏祭りと秋祭りがあります。
　お祭りには、大幟が４本、はたはたと青空にはためき、お祭り気分を盛り上げます。宵宮では、夕暮
れ前から 50店近いたくさんの夜店が河川敷にならび、日が暮れるにつれ夜店の灯りが輝きを増し、大勢
の子供、家族連れなどでそれは賑やかです。大晦日には、初詣の人で長蛇の列ができ、暖を取ってもら
うために大篝火を焚き甘酒を振る舞っています。最近では、年越しのカウントダウンも始めました。
　住吉宮がある河川敷には昭和の初期まで民家が軒を連ね、たびたび水害に見舞われていました。その
ため昭和 9年に現在の堤防を作り、民家は堤防の上に移転しましたが、住吉宮だけは現在の位置に残っ
ています。
　現在の河川敷は緑地公園になっており、地区の人達の憩いの場となっています。河川敷にある小公園
には、家族連れの笑い声が、テニスコート、ソフトボールのグラウンド、サッカーコートには小・中学

住吉宮宵宮

生の元気な声が飛び交っています。
　また、堤防上の道路は眺めも良く散歩、ランニング、
犬の散歩をする人達で一日中人通りが絶えず、笑顔
で挨拶を交わし合う気持ちがよい場所です。
　こんな平福学区を、より一層楽しく住みやすい地
域にするようがんばってまいります。

清輝学区連合町内会
会長　中原　一郎

加茂学区連合町内会
会長　定廣　好和

　三年前に「清輝学区の今」と会報に書かして頂きまし
たが、もう少し詳細に歴史と伝統ある学区の成立ちを書
かせて頂きたいと思います。
　岡山市立清輝小学校は、明治 5 年 9月、第 4区学問所、
明治11年 4月朝陽小学校、明治13 年 5月清輝小学校
と改称、明治 43 年に現校地に移転以来、一帯を「清輝
学区」と呼称されました。なお、清輝小学校は創立 146
年になりますが、岡山市立旭東小学校（第 5 学問所）と
並んで市内で一番古い小学校になっています。
　また、昭和 37年（1962 年）の「住居表示に関する法律」
施行に伴い、岡山市では住所の混乱を防ぎ、便利でわか
りやすいまちづくりを目指して町名変更されました。
　清輝学区では昭和 44 年、45 年でそれまでにあった
34 町内名から16 町内名になりました。学区内の町内会
も現在は 33 町内会が旧町内会名で活動しています。旧
町名のため学校の保護者の方は自分の住んでいる町内会
の名称が分からないので少し混乱するようです。
　学区の世帯数、人口は平成 22 年 4月に 4,434 世帯、
6,985人ですが、令和元年11月末では4,950 世帯、7,142
人と世帯数、人口とも増加しています。小学校の児童数
は115名、現在は114名とほぼ変わっていません。世帯数、

　全国第 4位の規模を誇る造山古墳の駐車場に長年の
念願が叶い、そのランクにふさわしいビジターセンターが
令和 2 年 3月末に完成します。そこでは忙しく重機が稼
働しています。1クラス35名の児童を収容できる展示ホー
ルも設え、雨天時、古墳に登れなくても室内からガラス
越しに造山古墳を一望できるようになります。小学校の
先生方には校外学習の日程変更による煩わしさの解消に
繋がるのではないでしょうか。
　千足古墳の整備も急ピッチで進められています。平成
30 年 7月豪雨で起きた造山古墳崩落を改修する突貫工
事が起きたため千足の整備が遅れていましたが、ここで
も重機の稼働音が聞こえます。陪塚 6基ある中で、初め
て見学者に対応した“見せる古墳”に生まれ変わります。
　これらビジターセンターや千足古墳の整備完工を前に、
更に話題を提供し盛り上げようと、新たなキャラクターを
誕生させました。先に登場していた「つくりやマン」が男
性（王）であるのに対し、今度は「かもやひめ」女性（お
妃）です。これでやっとカップルになりました。これから
大いに活躍してくれることでしょう。
　学区の活性化に注力して10 年超、中山間地域の「加
茂」をふる里としてこよなく愛するが故に「静」から「動」

清輝学区の歴史

静から動へ

人口が 10 年で増加しているのは学区内にマンション、ワ
ンルームマンションが増えたことによる増加と考えられま
す。そのことによって町内会に加入してくれないとか、ゴ
ミ出しの問題も聞かれるようになりました。
　学区では平成 15 年 10月から偶数月の第二金曜日に清
輝学区内の様 な々事を話し合う懇談会をコミュニテイハウ
スで開催、各団体から参加された方から現状報告や協
議事項を話し合い、問題が起きたときはすぐに関係機関
に連絡調整をして解決できるようにしています。
　今後の課題として若い世代の方が町内会活動に参加し
て頂けるのかを模索中です。

へ常にリードして来たと自負しています。これからは、そ
れぞれ構成する諸団体がいかに存在感を示し話題を提
供出来るか、また提供しようと心がけるかが地域活性化
の核心と思います。鬱陶しがられるお爺んくさい顔をせず、
たまには童心に帰った遊び心も持ち合わせ、朗らかに生
きたいものです。

コラム

懇談会の様子

整備途上の千足古墳
ビジターセンター

学区の体育祭では各団体の
PRをかねて仮装しています

つくりやマン かもやひめ
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地名「妹
せ の お

尾」の由来 妹尾学区連合町内会
副会長　佐藤　春雄

　「妹尾」という地名の由来は、この地域が瀬戸内の山の瀬の尾っぽのようなところ
に位置していたので、瀬の尾（妹尾 )と呼ばれるようになったと伝えられています。
　また、その昔妹尾は平家の大将の一人であった「妹尾（瀬尾ともいう）太郎兼康」
の領地でありました。
　当時の城跡と思われるところは現在「稲荷山」と呼ばれ、お稲荷様が祀られてい
ます。このあたりは広 と々した平野が続き穀倉地帯をなしていたようですが、かつて
は「吉備の穴海」という干潟で漁業が盛んに行われていたようです。
　妹尾太郎兼康の母は瀬尾兼門の妹保子で、兼門は太治元年（1126 年）に滅びま
したが保子だけは鳥羽上皇の宮女として仕えていて、上皇の御子を宿していたため許
され、平忠盛（清盛の父）に預けられて、上皇の御子を生んだと伝えられています。
　これが「妹尾太郎兼康」です。
　妹尾太郎兼康は16歳で妹尾に入り、城を築いて「洲浜城」と称していたと伝えら
れています。
　また、兼康公は土木技術にも優れたものを持っていて、水源に乏しいこの地域に、
高梁川を水源とした「湛井十二ヶ郷用水」の整備をしたことは特に有名で地元では開
発領主として名を残しています。
　この妹尾太郎兼康に因んで、この地を「妹尾」と呼ぶようになったとも伝えられて
います。

旭川河川敷の住吉宮と緑地公園 平福学区　福島一丁目町内会
　　　　　藤原　雄機

学区 ・地区の話題

洲浜城跡の様子

妹尾太郎兼康の碑

　平福学区は、旭川西岸の河口付近に位置しており、福浜学区の人口が増えたため、昭和 49年にふたつ
に分割されてできた学区です。
　今回は、当学区自慢の旭川の河川敷にある住吉宮と緑地公園を紹介します。
　住吉宮は、今から約 350 年前の寛文 12年（1672 年）に、岡山城下へ出入りする船が多くなったので、
藩主池田光政が、航海の守護神として、上道郡藤井村から勧請移設されたものと言われています。
　住吉宮といえば、やはりお祭りです。お祭りは、夏祭りと秋祭りがあります。
　お祭りには、大幟が４本、はたはたと青空にはためき、お祭り気分を盛り上げます。宵宮では、夕暮
れ前から 50店近いたくさんの夜店が河川敷にならび、日が暮れるにつれ夜店の灯りが輝きを増し、大勢
の子供、家族連れなどでそれは賑やかです。大晦日には、初詣の人で長蛇の列ができ、暖を取ってもら
うために大篝火を焚き甘酒を振る舞っています。最近では、年越しのカウントダウンも始めました。
　住吉宮がある河川敷には昭和の初期まで民家が軒を連ね、たびたび水害に見舞われていました。その
ため昭和 9年に現在の堤防を作り、民家は堤防の上に移転しましたが、住吉宮だけは現在の位置に残っ
ています。
　現在の河川敷は緑地公園になっており、地区の人達の憩いの場となっています。河川敷にある小公園
には、家族連れの笑い声が、テニスコート、ソフトボールのグラウンド、サッカーコートには小・中学

住吉宮宵宮

生の元気な声が飛び交っています。
　また、堤防上の道路は眺めも良く散歩、ランニング、
犬の散歩をする人達で一日中人通りが絶えず、笑顔
で挨拶を交わし合う気持ちがよい場所です。
　こんな平福学区を、より一層楽しく住みやすい地
域にするようがんばってまいります。

清輝学区連合町内会
会長　中原　一郎

加茂学区連合町内会
会長　定廣　好和

　三年前に「清輝学区の今」と会報に書かして頂きまし
たが、もう少し詳細に歴史と伝統ある学区の成立ちを書
かせて頂きたいと思います。
　岡山市立清輝小学校は、明治 5 年 9月、第 4区学問所、
明治11年 4月朝陽小学校、明治13 年 5月清輝小学校
と改称、明治 43 年に現校地に移転以来、一帯を「清輝
学区」と呼称されました。なお、清輝小学校は創立 146
年になりますが、岡山市立旭東小学校（第 5 学問所）と
並んで市内で一番古い小学校になっています。
　また、昭和 37年（1962 年）の「住居表示に関する法律」
施行に伴い、岡山市では住所の混乱を防ぎ、便利でわか
りやすいまちづくりを目指して町名変更されました。
　清輝学区では昭和 44 年、45 年でそれまでにあった
34 町内名から16 町内名になりました。学区内の町内会
も現在は 33 町内会が旧町内会名で活動しています。旧
町名のため学校の保護者の方は自分の住んでいる町内会
の名称が分からないので少し混乱するようです。
　学区の世帯数、人口は平成 22 年 4月に 4,434 世帯、
6,985人ですが、令和元年11月末では4,950 世帯、7,142
人と世帯数、人口とも増加しています。小学校の児童数
は115名、現在は114名とほぼ変わっていません。世帯数、

　全国第 4位の規模を誇る造山古墳の駐車場に長年の
念願が叶い、そのランクにふさわしいビジターセンターが
令和 2 年 3月末に完成します。そこでは忙しく重機が稼
働しています。1クラス35名の児童を収容できる展示ホー
ルも設え、雨天時、古墳に登れなくても室内からガラス
越しに造山古墳を一望できるようになります。小学校の
先生方には校外学習の日程変更による煩わしさの解消に
繋がるのではないでしょうか。
　千足古墳の整備も急ピッチで進められています。平成
30 年 7月豪雨で起きた造山古墳崩落を改修する突貫工
事が起きたため千足の整備が遅れていましたが、ここで
も重機の稼働音が聞こえます。陪塚 6基ある中で、初め
て見学者に対応した“見せる古墳”に生まれ変わります。
　これらビジターセンターや千足古墳の整備完工を前に、
更に話題を提供し盛り上げようと、新たなキャラクターを
誕生させました。先に登場していた「つくりやマン」が男
性（王）であるのに対し、今度は「かもやひめ」女性（お
妃）です。これでやっとカップルになりました。これから
大いに活躍してくれることでしょう。
　学区の活性化に注力して10 年超、中山間地域の「加
茂」をふる里としてこよなく愛するが故に「静」から「動」

清輝学区の歴史

静から動へ

人口が 10 年で増加しているのは学区内にマンション、ワ
ンルームマンションが増えたことによる増加と考えられま
す。そのことによって町内会に加入してくれないとか、ゴ
ミ出しの問題も聞かれるようになりました。
　学区では平成 15 年 10月から偶数月の第二金曜日に清
輝学区内の様 な々事を話し合う懇談会をコミュニテイハウ
スで開催、各団体から参加された方から現状報告や協
議事項を話し合い、問題が起きたときはすぐに関係機関
に連絡調整をして解決できるようにしています。
　今後の課題として若い世代の方が町内会活動に参加し
て頂けるのかを模索中です。

へ常にリードして来たと自負しています。これからは、そ
れぞれ構成する諸団体がいかに存在感を示し話題を提
供出来るか、また提供しようと心がけるかが地域活性化
の核心と思います。鬱陶しがられるお爺んくさい顔をせず、
たまには童心に帰った遊び心も持ち合わせ、朗らかに生
きたいものです。
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懇談会の様子

整備途上の千足古墳
ビジターセンター

学区の体育祭では各団体の
PRをかねて仮装しています

つくりやマン かもやひめ
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団体役員らの 80人規模で月１回ペースでプロジェクト会
議を重ねています。又、自主防災会結成助成金を活用し
軽トラック（拡声器を備え付け）を購入し災害発生時の
避難呼び掛け等に活用することとしています。
　今後は色々な災害パターンに対応出来る避難の在り方
（垂直・在宅）等の取り組みも必要と考えています。

富山学区連合町内会
会長　小橋　一郎

御休学区吉井町内会
会長　難波　恒夫

　富山学区では、平成 31年 4月1日新たに学区自主防
災会を結成しました。それ以前は「とみやま防火防災会」
という組織が中心となり、倉安川の増水時に対応しての
可搬式ポンプの稼働、消防分団への活動支援、学区で
の防災訓練などを行ってきました。
　平成 30 年７月に発生した西日本豪雨では、７月に２回、
８月に１回と計３回富山小学校に避難所を開設し学区の
人々を受け入れました。その際、学区としての現状では
全ての面で準備不足であることを痛感しました。災害は
いつ起こるかわからない。行政からの指針・指導を待って
いるだけでは手遅れになることを再認識させられました。
　そうしたことから、平成 31年２月に「志」有る者数名
により、地域住民が（逃げ遅れず、早めに避難）できる
「声かけ、避難誘導」「避難者の受け皿となる避難所運営」
の体制作りを目指して、“犠牲者ゼロプロジェクト”を発
足させました。折しも、岡山市危機管理室が各連合町内
会、単位町内会に対し、自主防災会の結成を促している
ことに呼応し、富山学区でも正式に立ち上げました。全
国で災害が増加し今後も高い確率で発生が予想される、
水害・土砂災害・地震等の大災害時に「犠牲者を出さない」
を目指して、可能な限りの防災準備を学区全体で進める
ために“犠牲者ゼロプロジェクト”を活動の基幹として、
現在、運営委員12 名を中心に単位町内会・役員、各種

　岡山市東区吉井、吉井川にかかる備前大橋から県道
沿いに 500 ｍほどの上流に、「岡山県指定史跡倉安川吉
井水門」があります。一見見逃してしまいそうな所ですが、
この吉井水門が昨年の９月４日に「世界かんがい施設遺
産」に登録されました。
　この水門は二つの水門の開閉により水位を調節して船
を通す「閘

こうもんしき

門式」としては現存する日本最古の水門で、
340 年前の姿を現在も見ることができます。
　これもひとえに、地元の人々の協力なくしては維持管
理できることではありません。水門周辺はもとより倉安川
全体の環境保護活動の実施。また、このような活動を後
世に残していく取り組みも積極的に行われています。毎年
開催される地域イベント「御休のつどい」では、たくさん
の参加された人たちの前で地元の小学生による史跡等の
研究発表が行われ、みなさん興味深く聞かれていました。
こうした取り組みを子供たちから大人まで、継続的に行っ
ていくことが大切なことだと思います。
　私たちにとっては、毎日見慣れた風景が、この度の世
界遺産登録で多くの人たちが見学に来られるようになり、
まさに「地元の宝が認められた」という気持ちです。
　この度の登録に関しましては様々な方々のご尽力のお

防災力向上への取り組み

地元の宝、認められた

かげで達成することができました。この場をかりて感謝
申し上げます。
　春には桜の花が咲き、夏には水門を背景に三連水車
がまわり、船溜まりには美しいカワセミがみられることも
あります。
　これを機に、一度見に来られてはいかがでしょうか。

新規サロン・オープン

太伯振興梅まつり

　旭東学区には既に12の町内会単位のサロンが有りますが、13 番目として 2019 年の1月に学区コミュニティ
協議会でコーヒーサロンを始めました。学区唯一、男性主催のこのサロンの内容はいたってシンプルで体操・ゲー
ム・合唱などのイベントは一切無しで、ただコーヒーを飲んでしゃべって過ごしていただきます。ホットコーヒー
以外の飲み物は提供しませんが、このスタイルを変える予定は今のところ有りません。
　始めて以来 12月現在で1日平均10 名の参加が有ります。毎週月曜日の午後１時半から3 時までの1時間
半ですが年末年始を除いて祝日でも振替休日でも開いています。年間 52 回を予定しており参加者は多い日で
20人、少ない日は１人という寂しい日も有りましたが「来
てみたら閉まっていた」ということの無いように悪天候
でも休まず頑張って開いています。
　とにかくこのサロンは笑い声が絶えません。冗談を
交えながら近況を話したり、地域のニュースを共有した
りして有意義な時間を過ごしてもらっており「月曜日に、
ここのコーヒーを飲んで一週間の活動を開始する。」と
いう人や、お菓子を差し入れてくれる人もいてスタッフ
の励みになっています。
　続けるのは大変ですが、周囲の方々の協力を得なが
ら学区の人たちの憩いの場としてこれからも続けていき
ます。

　梅を中心に太伯学区内外の多くの人々の交流を図り、太伯学区民の連帯感を
促進させるとともに『太伯』の知名度の向上と太伯地域の活性化を図る目的で
梅まつりを開催して今年で 23回目となります。
　昔より地域住民によって育て守られてきた神崎梅園と、それに隣接する神崎
緑地公園に梅園が設けられ、梅の里として周知されてきました。
　梅の木の管理や植樹などの作業に、地域住民が年間を通じて協力し、6月に
は梅ちぎりで賑わい、収穫した梅の特産品の開発と販売を行っています。
　緑地公園は子どもたちの遊び場として地域内は元より地域外の利用者も多
く、梅の開花時期には市内の幼稚園がバス遠足で来園し楽しんでいます。
　今年の梅まつりは令和2年2月16日（日）に開催され、オープニングイベントでは
　・岡山県警音楽隊による演奏
　・和太鼓の競演
　・うらじゃ演舞
　・太伯民謡同好会演舞
　・山南中学校ブラスバンドによる演奏
などがイベント会場にて開催されました。
　また会場には屋台村ゾーンもあり色々なお店が出店し、子ども遊びコーナー
のふわふわドームでは子どもたちが楽しみました。
　緑地プラザ周りでは地元のよもぎが入った草もちの実演販売があり、長蛇の
列ができるほど人気があります。梅園の中の抹茶席や梅ジュースのお接待も好
評でした。
　これからも太伯振興梅まつりを継続していきます。

旭東学区連合町内会
副会長　細川　信一

太伯学区連合町内会
会長　生内　昭泰

学区 ・地区の話題

コーヒーサロンの様子

梅園の様子

イベント会場の様子

草もちの実演販売の様子

プロジェクト全体会議

購入した軽四トラック

「世界かんがい施設遺産」の看板 船溜まりと二の水門

水門内部

堰板（せき板）と昇降装置
一般開放はしていません
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岡山芸術祭 2019 開催される

　2019 年 9月 27 日から 11月 24 日まで、旧内山下小学校をはじめとして、天神山プラザ
・林原美術館・シネマクレール・オリエント美術館などを会場に中央学区で行われました。
　ちょうど今年は瀬戸内芸術祭も開催されている時期と重なり、多くの外国人観光客もこれを見に岡山
へ来られていました。やはり目立って多いのは白人の方々ですが、アセアンの方も多く、駅前商店街で
はスーツケースを引きずって歩いている観光客を大勢見かけました。また駅前の薬局には外国語での話
が飛び交っていました。
　さて、この芸術祭は現代芸術です。旧内山下小学校の土俵には、電気モーターで動く蛇がいたり、真っ
暗な教室の床や、黒板には 20㎝の穴をあけたり、大きな水槽があったり、プールは一面ピンク色であっ
たり、圧巻は運動場が砂漠地帯のように盛られていたりと、とても普通の人なら理解しにくい表現の芸
術作品でした。理解しようと思うから、理解できないだけのことであり「こんなもんだ」と思えば、そ
んなもんです。
　会期中は大勢の方が見に来られ、もちろん地元民も大勢参加をさせていただき、とても楽しく、考え
させられる芸術祭となりました。

旭川かいぼり調査 竹枝学区連合町内会
会長　入野　　誠

　竹枝学区では、「子ども達にふるさとを伝えたい、ふるさとへの愛
着と誇りを持って育ってほしい。」との思いから、地域住民と小学校
の協働事業として、「水辺の樂

がっこう

校」「田んぼの学校」「ふるさと学習」
等の自然体験活動や環境教育に取り組んでいます。
　ここでは、竹枝ならではの活動として、「旭川かいぼり調査」を紹
介いたします。
「かいぼり調査」は、竹枝小学校前の旭川の分流約 200 ｍをせき止め、
減水した川の中で魚などの水生生物の生息状況を調べる全国的にもユ
ニークな「市民参加型調査」です。きっかけは、「川が変わったと言
うけど本当なの、自分たちの目で確かめてみたい」という竹枝小児童
の声でした。
　岡山理科大学などの研究者、漁協、環境保護団体など、多くのみな
さんの応援を得て、実行委員会をつくって開催しています。
　生きもの調査と併せて、川ゴミの回収や川を耕す活動（川底に埋まっ
た石を掘り起こして水生昆虫などの住処となる隙間を増やす）も行っ
ています。
　2006 年に始め、今年で 13 回目になります。毎回、子ども連れの若
い家族、学生など、500 名前後の参加があり、川に人が溢れます。
　昨年も 27 種の淡水魚が確認されるなど、豊かな川であることが確
認されました。
　これまでの調査から「川を耕せば生きものが増える！」ことが明ら
かになってきています。
　今年の「かいぼり調査」は11月1日（日）です。ぜひ参加していただき、
「生きものがあふれる川を再生して、子ども達に残す」この取り組み
を応援いただければ幸いです。

南方地区連合町内会
会長　小野　大作

オープニングセレモニーの様子 旧内山下小学校の土俵 旧内山下小学校の運動場 旧内山下小学校のプール

重機で分流の流れを堰く

減水した川に人があふれる

みんなで魚などを熱心に採集

妹尾学区　ねこの手妹尾
代表　森本　美智子

福浜学区連合町内会
会長　谷　多賀巳

　超高齢社会の現代。妹尾学区もまた例に漏れず、4人
に1人が 65歳以上という高齢地域となっています。元気
にハツラツと過ごされている高齢者もたくさんおられます
が、身体機能の低下や体力の限界により日常生活に不便
さを感じている方も大勢おられます。
　介護認定を受けサービスを利用していても、介護度で
定められた内容には限りがあり、日常のちょっとした困り
ごとへの対応は難しく、高齢者自身で解決するか、我慢
をしながら生活するしかないのが現状です。
　かねてから高齢者の生活支援を考えていた私は、妹尾
学区の小地域ケア会議で、地域ぐるみで高齢者をサポー
トする事業を立ち上げたいと発言し具体案を示しました。
そして、その考えに賛同してくれた有志が集まり話し合い
を重ね１年間の構想を経て、令和元年10月１日「シニア
サポート倶楽部ねこの手妹尾」が発足しました。
・ゴミステーションが離れていてゴミ出しに行くことが負
　担になってきた
・庭の雑草や落ち葉の掃除ができなくなってきた
・運転免許証を返納し買い物や通院が不便になってきた等、
ちょっとした暮らしの困りごとに耳を傾け、支援できる人
ができる範囲でお手伝いするという有償ボランティア組
織です。

　本誌 34号のコラム欄に多くの方が地域行事に子供た
ちの参加の大切さを述べておられます。私たちの福浜学
区の行事も、各町内会の行事にも全て子供たちが参加し
て楽しく賑やかに行われていますが、内情は手放しで喜
んでばかりはいられない事情が潜んでいます。
　各行事を行うには概ね恒例によってという面は否めませ
んが、実際の行事を行うに当たっては実行委員会で毎年
打合せを行います。子供たちの参加については子ども会
の役員と打合せするのが通例です。
　今、福浜学区ではその子ども会自体が存続の危険水
域に入っているといっても過言ではない状況なのです。
学区は８町内会、全児童数は 806人ですが、その内子ど
も会に加入している児童は 273人です。加入率３割強で
す。子ども会に入っていない子供については町内会毎で
対応に多少違いはあります。
　例えば運動会の選手集めなどでは子ども会役員も子ど
も会以外の子供たちには声が掛け難く統制も責任もとれな
いのが実情であり、これは他の行事についても同じです。
　私たちの子育て時代には町内の子供たちはほぼ全員子
ども会に加入していました。この激減ぶりは何なのでしょ
うか。スポーツクラブに入ってほぼ毎日が練習でなかなか

暮らしの困りごとを地域でサポート
「ねこの手妹尾」

地域での子育てと子ども会

　ボランティアスタッフもまたシニア世代の方々ではありま
すが、人の役に立ちたいと生きがいを感じながら作業に
取り組んでおります。妹尾学区連合町内会が全面協力し、
地域ぐるみで支え合いを実践しているということが住民
の安堵感と高齢者の暮らしやすさに繋がっていると信じ
ています。「助かるわぁ。妹尾に住んどってよかったわぁ。」
という利用された方の声を励みに今後も事業発展に努め
ていきたいと思います。

地域行事に参加できないので入らない等の事情はあると
してもそういう事ばかりでもなさそうです。私の聞いてい
る範囲で一番気になることは親たちの事情にあるようで
す。以前から伝統的に子供たちが上級生になるとその親
は子ども会の役員をするようになります。役員をしたくな
い、またはやれない親は折角子ども会に入っていても５
年生になると辞めさせるような現象がではじめて、加入
者減がはじまり、今では初めから入らせない家庭が増え
てきたのが大きな原因のようです。スマホの普及で好きな
時にゲーム等で遊べる、塾が忙しい等の他にも子ども会
自体に魅力を感じていないということもあると思います。
　しかし、私たちは子ども会の活性化、充実こそが地域
で子供を育てる事での一番の早道であり大切なことだと
思います。

「ねこの手妹尾」スタッフ

「ねこの手妹尾」チラシ

庭
掃
除
作
業
の
様
子

コラム
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全国自治会連合会全国大会及び
常任理事会視察研修

都市整備局との懇談会

令和元年度永年勤続町内会長及び区長表彰状・感謝状贈呈式

日　時：令和元年10月30日（水）～31日（木）
場　所：宮崎県宮崎市　フェニックスシーガイアコンベンションセンター
参加者：岡山県16 名（内訳：岡山市 13 名　津山市３名）
　オープニングには、宮崎県吹奏楽コンクールでは連続金賞、マーチングコンテストでも金賞を受賞している宮崎学園高
校吹奏楽部のおもてなしがありました。続いて式典に入りました。
　第１部では、全国の自治会より、約1,000 名の方々が集まり、互いに抱える課題を共有・理解し、解決に向けた研修や
情報交換を進めること等を目的として大会が開催されました。
　内閣総理大臣のメッセージ披露や大会宣言の採択、全国自治会連合会会長表彰が行われ、岡山県自治会連合会から
8 名受賞されました。開催地実行委員会会長、宮崎県知事、宮崎市長の御挨拶のなかで『宮崎県は九州地方南東部に位
置し、県庁所在地及び最大の都市は宮崎市です。県木である「フェニックス」に代表される南国情緒豊かな気候から、春
季のプロ野球やサッカーJリーグのチームなどのキャンプ地として知られています。全国の中で平均気温 3位、日照時間 3
位、快晴日数 2位で明るく温暖な気候です。そんな温かい太陽の下で、全国1位の宮崎牛（全国和牛能力共進会で２回
連続日本一獲得）や地鶏、キャビア、マンゴーなど美味しい食べ物、きれいな海や森、日本の神話のルーツとなっている
神社など、魅力がたくさんあります。』とお話がありました。
　第２部では、宮崎県立看護大学・大学院教授　大館真晴（おおだてまさはる）氏
による記念講演が行われ、「神話の源流みやざき」と題して宮崎の歴史や風土などを
紹介されました。
　紹介のお話のなかで一部面白く記憶に残ったのが、桃太郎伝説です。宮崎県では、
お爺さんが山に芝刈りに、お婆さんが川に洗濯に…。川から沢山の桃が流れてきまし
た。それを家に持ち帰り桃が大変美味しそうなのでお爺さんが家に帰ってくるのが待
ちきれず沢山桃を食べました。お爺さんが家に帰ってくると、そこには若い娘がいま
した。話を聞いたお爺さんも沢山桃を食べ若返りました。そして男の子を授かり、そ
の子に桃太郎と名付けました。
　第 3部では、宮崎市中央東地区自治会連合会、柳丸自治会、延岡市区長連合協
議会による活動発表が行われました。
　平成の大合併からの沿革、現状の状況の説明から人口減、防犯、防災、福祉、
高齢化率の上昇などの諸問題、諸問題からの新たな取り組みなどをそれぞれの団体
から紹介されました。
　また第４部の交歓会では、高千穂の夜神楽（国指定重要無形民俗文化財）・木花
相撲踊り・民謡歌手「浅野　晴香」・宮崎ひょっとこ笑福会「日向ひょっとこ踊り」を
鑑賞しながら、全国の自治会の方 と々交流を行いました。
　翌日、宮崎市内「江田神社」「青島・青島神社」などの視察研修を行いました。
　江田神社：宮崎市岐原町は「禊ぎ発祥の池」「祝詞発祥の地」と言われる場所で
す。日本最初の夫婦となった神様が祀られています。照葉樹の葉が輝く参道、パワー
を授かるご神木。天照大神などの多くの神様が誕生した「禊地」がある最強のパワー
スポットです。
　青島・青島神社：青島のほぼ中央に鎮座する神社で、周囲1.5kmの青島全島が境
内地であり、周囲には「鬼の洗濯岩」と呼ばれる奇岩に囲まれ全島が熱帯・亜熱帯
植物の群生地として、国の特別天然記念物に指定されています。古くは聖なる島とし
て一般人が立ち入ることを禁じられ、海幸山幸の神話にも縁ある場所、縁結びにご
利益があります。

　令和元年10月23日に岡山市都市整備局長と都市・交通・公園担当局長の２名、岡山市連合町内会
会長他 10 名、事務局３名が出席して懇談がおこなわれました。
【公共交通の計画（バス・電車の路線）】
　岡山市総合交通計画として、公共交通だけでなく、道路と交通をバランスよく整備していきます。路面電車乗り入れを
含めた岡山駅前広場整備計画では、広場の整備を令和４年の完成を目指しています。ＪＲ桃太郎線（吉備線）のＬＲＴ化
を推進し、そして路線バス再編の全体像としては、協議会を立ち上げて再編等を検討中です。
【環状線の整備状況と今後の計画】環状線整備状況図参照
　外環状線の整備（42％）を進めている。
【災害の対策について】
　道路橋の耐震化は、耐震補強が必要な橋
36 橋のうち、災害緊急輸送道路を優先して
工事を進めて、未工事は残り6 橋です。道路
防災対策は、道路脇の落石や法面崩落など
道路防災事業を実施し定期点検などの監視を
する。無電柱化の状況説明や、建築物等の
耐震化などを促進しています。市の助成制度
として、ブロック塀等撤去補助制度など他３
件の報告と、以上の説明がありました。
◎各拠点への公共交通の拡充整備、道路整
備や交通量増加による渋滞緩和への対策、
安全確保の対策などの要望・意見交換を行い
ました。

　永年にわたり町内会長、区長として市政の発展に貢献していただいた方々
の功績を称える、永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・区長感謝状贈
呈式が 12 月 2 日に岡山市役所にて行われました。今年度は 76 名の方が受賞
され、大森雅夫岡山市長から表彰状及び感謝状が贈呈されました。

◆表彰状◆　20 年以上、単位町内会長の職にある方・・16 名
　相生町三丁目町内会　中川　幸次　　　　吉町内会　　　　　荒木　弘之
　清心町町内会　　　　飴野　収八　　　　旭清町町内会　　　細川　信一
　万成町内会　　　　　吉松　靖雄　　　　倉益東町内会　　　内藤　淳美
　大安寺東町町内会　　福田　　修　　　　今在家町内会　　　枝松　誠一
　野田一丁目南町内会　上田井保夫　　　　松新町北町内会　　池畑　一男
　今六丁目町内会　　　黒住　卓弘　　　　米倉町内会　　　　安井　　哲
　松崎町内会　　　　　光森　正豪　　　　内尾南町内会　　　三宅　　昇
　深茂町内会　　　　　長門　修二　　　　錦中上ノ町町内会　逢坂　澄夫

◆感謝状◆　５年以上、単位町内会長・区長を務め退任された方・・60 名
　受賞者を代表して、長門修二氏から「今回受賞の感激を忘れず、自らの役
割を深く認識し、町内会の繁栄と安全安心に暮らせる地域づくりに全力で取
り組みたいと思います。」との謝辞がありました。

岡山市連合町内会
常任理事　矢吹　滋道

岡山市連合町内会
常任理事　竹井　秋人

全国自治会連合会会長表彰の様子

大館真晴氏の講演の様子

表彰状・感謝状贈呈の皆様

青島神社
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地縁による団体（自治会）功労者として、令和元年度には岡山市で4名の方が叙勲を受章されました。

●大和田　黎子（春の叙勲・旭日単光章）
　令和元年５月28日、東京新高輪プリンスホテルにおいて、長年の地方自治功労ということで、旭日単光
章を授与され、宮中において、天皇陛下のご拝謁を賜る栄光に浴しまして、身に余る思いでございました。
そのうえ、仲間の皆様から、心温まる祝賀会を開催していただき、喜び感極まる思いでございました。
この栄誉は、長きにわたり、地域の皆様と共に取り組みました活動が評価されたことですので、皆様と共に
いただいた栄誉と、心から嬉しく感謝な気持ちで一杯です。
　今後とも、明るい地域づくりのために微力ながら、活動を続けて参りたいと思いますので、皆様の一層の
ご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

●遠藤 太郎氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　皆々様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、私こと令和元年秋の叙勲に際し、旭日単光章をいただき、誠にありがたく厚く御礼申し上げます。
　去る12月10日勲章の伝達を受け、引き続き皇居に参内し、豊明殿において天皇陛下拝謁の栄誉と共
にお言葉まで賜り、感激の極みでございました。
　これもひとえに皆様方のご指導ご支援の賜と家族共々深く感謝申し上げます。
　今後はこの栄誉に恥じないよう一層精進しいささかなりともご芳情に報いたいと存じますので、従前と変
わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら皆様方のご健勝とご多幸を衷心よりお祈り申し上げ、謹んでお礼の御挨拶といたします。

●廣田　省吾氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　さて私、この度令和元年秋の叙勲に際しまして、はからずも旭日単光章の栄誉に浴しました。
　身に余るこの栄誉はひとえに皆様方の心温かいご指導ご高配の賜と深く感謝いたしております。
　お蔭をもちまして、去る令和元年 12月10日プリンスホテルにて勲記・勲章の伝達を受け、引き続き皇
居へ参内いたし豊明殿にて天皇陛下に拝謁の栄を賜り感激の極みでございました。
　今後はこの栄誉に恥じることのないよう一層精進いたす所存でございますので、何卒従前とかわらぬご
厚誼を賜りますようお願い申し上げます。
　末筆ながら、皆様方のますますのご健勝とご多幸を衷心よりお祈り申し上げます。

●深井　忠夫氏（秋の叙勲・旭日単光章）
　令和元年度秋季叙勲授与に当たり、はからずも（旭日単光章）拝受の栄に浴しました。
　これも地域における皆様方のお支えの賜物と思い有難い極みで御座います。
　今後はこの栄誉に恥じない様一層の精進いたす所存で御座いますので、変わることなきご芳情を賜りま
す様、お願い申し上げます。
　さて、私事で御座いますが、この授章につきまして、わが身の都合により勲章伝達式及び皇居での拝謁
に行くことが出来ず、残念に思う次第で御座います。今後ともこの受章を謙虚に受け止め精進いたします
ので、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。最後になりましたが、皆様のご健勝とご多幸をお祈り申
し上げまして叙勲受章御礼の御挨拶とさせていただきます

　11月19日・20日に浜松市へ総勢 40 名で視察研修に
行きました。
　1日目は防潮堤の視察を行いました。
「防潮堤整備事業の説明」
　最初資料室で防潮堤整備事業の説明を聞き、その中で、
浜松市には「レベル１」の津波を想定した標高 9m程度
の防潮堤は作られていましたが、最大クラスの地震・津波
が防潮堤を超える「レベル2」の津波による甚大な水害が
予想されます。また、地震発生から津波の到達までの時
間が非常に短いため、市民の財産を守り避難の時間を稼ぐ
「減災」を目的に、総延長 17.5km、標高 13～ 15m 程
度の新たな防潮堤を建設しています。
　災害に対する問題意識はありましたが、「レベル２」の
津波・災害を想定した備えとなると、国の補助金などが使
用できず大規模な対策が出来ていませんでした。そうした
中、浜松市では一条工務店グループから「300 億円」の
寄付があり、また浜松商工会議所から「15 億円」の寄付、
県市から「15 億円」、総計「330 億円」を事業費として
建設しています。
「防潮堤視察」
　説明の後バスで実際の建設中の防潮堤を見に行きました。
　バスから降りるとこの日は風の強い日で立っていると風に
おされる状況の中13mの防潮堤の頂に立ちますと、高さも
さる事ながら17.5kmの端から端まで見通せて、その壮大
さに感動を覚えました。
　2日目は同じ浜松市の「自主防災隊連合会」の視察研
修を行いました。
「浜松市の防災・減災の取り組み」
　まず危機管理課より浜松市の概要と行政側の防災対策
について解説してもらいました。
　浜松市は人口規模、山間部や広範囲に多様な地域が
あり岡山市とも似た状況でもあります。私たちとしても勉強
することがたくさんありました。
　特に感心したのは小中学生に「防災ノート」を配布し
学校で防災教育を行っていることです。そして「防災ノート」
については、生徒用の物だけでなく教師用の指導書も作
成し授業のカリキュラムに組み込まれているそうです。
「自主防災隊の概要・役割」
　組織されている自主防災隊（組織）は各自治組織（町

防潮堤視察の様子

防潮堤整備事業の説明

防災学習センターの様子

会員視察研修 岡山市連合町内会
常任理事　加藤　公彦

内会）で基本の単位として「738」の自治組織に対して、
自主防災組織は「795」となっており自主防災組織の数が
多い状況であります。
　自主防災隊の活動は、防災訓練・防災機材の管理・
避難所運営訓練・防災リーダーの養成などを行っています。
「防災学習センター視察」
　市民向けに防災の学習や体験の場を提供しています。
次世代である小中学生の防災教育について学べる施設
で、家庭内での防災・減災の備え等が学べる施設であり
ます。
　岡山に持ち帰って、色々勉強してきた事を役立てていけ
ればと思います。

藤 田 団 地 事 業 協 同 組 合   

一般社団法人藤田団地管理会 

藤田団地汚水処理施設管理組合 

藤 田 企 業 団 地 自 治 会 

地縁による団体（自治会）功労者に対する叙勲について
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　令和元年 8 月 23 日（金）岡山商工会議所会議室において、岡山商工会議所と岡山市連合町内会
との懇談会を開催いたしました。岡山商工会議所より、松田会頭、中島・石井・梶谷副会頭、理事、
事務局 4 名、岡山市連合町内会より久世会長、荻原・岡本副会長、多賀・加藤・ 園常任理事、事務局 1名の出
席でした。松田会頭、久世会長のあいさつの後、懇談に入りました。
〇操車場跡地について…現在、岡山市西部総合公園 ( 仮称 ) 活用準備会で活用方法が検討されており、地元町内会
も参加しています。
〇路面電車の駅乗り入れや延伸について…南北を繋ぐ交通手段が少ないので駅西口まで延ばしては、との意見も
出ました。
〇学童保育について…学童保育は今まで地域が運営していたが、少しずつ市へと
運営の移行が進んでいます。移行すれば、保育や支援の質や保護者の負担金も
統一されるが、負担金が高くなるところは困る。また地域との繋がりが薄くな
るのではないかとの意見も出ました。
〇 2020 年の花火大会について…2020 年の開催も場所と警備が問題とのこと。オ
リンピックの開催と重なり警察官が東京へ行くため開催は難しいとのことで
す。そのため烏城のプロジェクションマッピングなど他の方法も考えているそ
うです。
〇フルーツパフェの街おかやまの PR について…2019 年で 10 周年となります。
岡山市にも PRを協力してもらっているが、岡山市連合町内会にも協力してほし
いとのことでした。
　他にも市民の日、ファジアーノ岡山、シーガルズの事なども話し合われました。今後も忌憚のない意見交換の
できる会として続けていければと思いました。

文化･スポーツで深まるブルガリアとの交流　～2019年11月岡山市民文化交流団派遣～
　2019 年 11月14日から20日にかけて、市民文化団体
25 名を含む総勢 34 名からなる「岡山市民文化交流団」
（団長：大森雅夫市長）は、ブルガリアのプロヴディフ市
を訪問しました。
　プロヴディフ市と岡山市は、1972 年に姉妹都市締結をし
て以来、47 年にわたり訪問団の派遣、受入れなどの交流
を続けてきました。また、2017 年度からは中高生のホーム
ステイ派遣、受入れも継続的に実施しています。
　今回の訪問は、2019 年にプロヴディフ市で開催される
EUの一大文化イベントである「欧州文化首都」に合わ
せて招待を受けての訪問です。
　プロヴディフ市では、11月11日に就任したばかりのディミ
トロフ市長を表敬訪問し、多くの市政府関係者から心温ま
るおもてなしをいただきました。現地の視察では、姉妹都
市締結 20 周年を記念して岡山市からプロヴディフ市に寄
贈した桃太郎像が設置されているシメオン皇帝公園を訪問
し、プロヴディフ市からは、2022 年に姉妹都市締結 50 周
年を迎えることを記念して、岡山市に像を贈りたいという提
案がありました。
　欧州文化首都イベントでは、16日、17日にプロヴディフ
市内の文化ホールと市庁舎前広場の特設ステージで、岡
山三曲協会の皆さんが和装して尺八、箏、鼓の伝統楽器
を演奏し、うらじゃ団体の皆さんは桃と旭川をテーマに今
回特別にデザインした衣装で演舞しました。18日には、現
地の高校を訪問し、伝統衣装をまとった高校生による民族
舞踊「ホロ」と、伝統的なパンの「バニッツァ」で歓迎され、
高校生 80 名が、演奏・演舞の鑑賞だけでなく、実際に
伝統楽器に触れたり、温羅化粧をして一緒に踊ったりしま
した。最後に、尺八を模して練習用に特別に制作した笛と、
ブルガリア特産物のバラと岡山市の桃を描いたうらじゃ踊り
で使用する大旗をプレゼントしました。
　多くのプロヴディフ市民の方 と々一緒に日本の伝統音楽

を鑑賞し、手を取り合ってうらじゃを踊ることで、言葉の壁
を越えて心の通い合う交流ができたと実感しています。
　次に、大森市長が首都ソフィア市を訪れ、2020 年の東
京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたホストタ
ウン交流としての事前キャンプ受入れ等についてクラセン・
クラレフ青年・スポーツ大臣をはじめ、各競技団体の関係
者と協議しました。
　岡山市でキャンプを行ったレスリング、バドミントン、バレー
ボールの各連盟からはお礼のお言葉を頂きました。また、
大臣からは、「ブルガリアがメダルを獲った場合は、岡山市
がメダルを獲ったようなものだ」とおっしゃって頂きました。
　2020 年にはホストタウンとしての事前キャンプの受入れ、
2022 年には姉妹都市締結 50 周年を記念したプロヴディフ
市訪問団の招待など、多くのブルガリアの方々が来岡する
予定です。各競技団体やディミトロフ市長からは、是非と
も岡山市を訪れ、交流を深めたいと前向きな意向が示され
ています。今回の訪問では、両市の先人が築いてきたこ
れまでの一つ一つの交流が、より深く、より広い分野に拡
大していることを実感できました。今回の訪問を契機として、
今後のさらなる友好交流を進めてまいりたいと思います。

懇談会の様子

岡山商工会議所との懇談会

新春互礼会及び市政・活動報告会

岡山市連合町内会
常任理事　　 園　　茂

岡山市連合町内会
常任理事　伏見　公誠

　令和 2 年 1月8日、令和の時代を迎えて初の岡山市連合町内会新春互礼会及び市政・活動報告
会が、メルパルク岡山にて開催されました。
　来賓として、浦上議長、松田副議長、ファジアーノ岡山の北川代表、市からは大森市長、那須・
加藤両副市長、市民協働局から田渕局長、中西次長のご臨席を賜り、約 80 名が出席して開かれま
した。
　久世会長の年頭の挨拶では、昨年の浜松市への視察研修で防災について学んだことを、岡山市
でも活かしていきたいこと、2月9日に予定している町内会長等懇談会では、各区からESD活動に
ついての活動発表を準備しているので、沢山の皆様に参加していただきたいとお話がありました。
　次に、今年度、様 な々賞を受賞した連合町内会会員の方々のご披露と花束贈呈があり、その後、
浦上議長より来賓のご挨拶をいただきました。
　その後、大森市長により以下の内容の市政・活動報告がありました。
・今年の一文字…「勢」という字で行きたい。
・自主防災会…公助が届く前に、自助・共助でなるべくたくさんの命が救えるよう、組織を立
ち上げてほしい。
・街なか…路面電車の駅への乗り入れや県庁通りの一車線化により歩道が広がること、千日前
の岡山芸術創造劇場（仮称）の話。
・周辺地域の交通…周辺地域から中心部への路線バスの運行を整理し、高齢者・障がい者割引
等も考えていきたい。
・待機児童…潜在需要、無償化、保育士不足の問題があり難しいが、０を目指したい
　予算の問題もありますが、すべてを実現化して、新しい岡山を目指していければと楽しみにしてお
ります。
　最後に久世会長から、岡山市連合町内会の活動報告を行い、盛会のうちに終えました。

会長あいさつの様子桃太郎像前で記念撮影

プロヴディフ市民とうらじゃ総踊り

受賞した皆様

市長の市政・活動報告の様子

市民協働局市民協働部国際課
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■岡山市連合町内会の動き

■岡山県自治会連合会の動き

役員の改選

　　　　　　常任理事　　　　　 理事
　　　　　　竹井　秋人（御休）　 人見　　亨（古都）
◎常任理事会
第５回（10月２日）　　第６回（11月15日）
第７回（12月25日）　　第８回（１月16日）
◎理事会
第６回（10月15日）理事及び常任理事の補充選任 他
第７回（12月９日）被災地への義援金について 他
第８回（１月27日）令和２年度の事業計画について 他
◎新春互礼会及び市政・活動報告会〈関連資料P3〉
（１月８日）
◎会計監査会議（10月25日）（２月10日）
◎専門委員会
・会報第35号編集委員会
　（11月18日）（１月22日）（２月17日）
・ICT推進専門委員会（10月７日）（２月19日）
・組織のあり方検討部会（11月22日）（1月17日）
・町内会活性化検討部会（１月９日）
・共済制度運営委員会（１月15日）
・男女共同参画専門部会（１月27日）

◎都市整備局との懇談会〈関連資料P12〉（10月23日）
◎危機管理室との懇談会（１月23日）
◎各区町内会長等懇談会
　北区（12月21日）（１月30日）　中区（11月９日）
　東区（11月８日）　　　　　　南区（10月１日）
◎町内会長等懇談会　〈関連資料P１〉（２月９日）
◎三市姉妹交流会〈関連資料P2〉（岡山市）（９月25日）
◎会員視察研修〈関連資料P4〉（浜松市）（11月19日～20日）
◎常任理事構成員視察研修〈関連資料P5〉（宮崎市）（10月31日）
◎三市姉妹交流会勉強会（姫路市）（12月13日）
◎会津若松市区長会との交流（会津若松市）（２月７日）
◎受賞報告
◇岡山市有功表彰（11月３日）
　永見　　勝　　深井　忠夫
◇永年勤続町内会長表彰状及び退任町内会長・区長感謝状
　〈関連資料P12〉（12月２日）
・20年以上勤続単位町内会長…16名（表彰状）
・退任（5年以上勤続）単位町内会長・区長…60名（感謝状）
◇自治会等地縁による団体功労者総務
　大臣表彰（11月29日）
　瀧本　　孝
　矢根　亮二
◇秋の叙勲〈関連資料P13〉（12月10日）
　遠藤　太郎　　廣田　省吾　　深井　忠夫

■全国自治会連合会の動き
◎令和元年度自治会連合会全国大会
〈関連資料P5〉（宮崎市）（10月30日）　
◎全国自治会連合会常任理事会
（郡山市）（２月７日）
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◎岡山県自治会連合会20周年記念大会
〈関連資料P2〉（岡山市）（１月29日）
◎正副会長協議（10月21日）（12月５日）
◎中四国自治会連絡協議会（丸亀市）（２月12日）

姫路・鳥取・岡山
　　三市姉妹交流会に参加して

岡山県自治会連合会創立20周年記念大会

岡山市連合町内会
監事　光岡　久志

　鳥取市自治連合会、姫路市連合自治会、岡山市連合町内会の三市姉妹交流会が、令和元年 9
月25日に岡山市東区役所において開催されました。
　今回の議題は、「地域活性化対策について」を共通テーマとして各市から発表していただきました。
　各市の報告内容は、岡山市からは、「行事の創生」町内会活性化検討部会の発足、地域交流を
通して地域の活性化を図る等紹介されました。鳥取市からは、「癒し・ふれあい・あるある探し事業」
末垣地域まちづくり連絡協議会を設立し、地区の歴史を地域資源とし、地域の活性化の取り組みにつ
いて報告され、また、姫路市からは、「ブロック別意見交換会の開催」課題が多様化していることから、
各ブロック単位で意見交換会を開催し、課題の共有、解決策の抽出に至る等その経緯、結果につい
て報告されました。
　現在、若い人たちとの価値観の違い、地域の連帯力低下、といった問題が各地で起こっています。
私たちの目指す地域社会は、一人ひとりの生き方が尊重され、自由な発言、行動ができる地域社会で
す。そして、年代に関係なく、課題について皆で考え、意見を出し合い、一緒に活動することで地域
で連帯感を共感することです。安心して楽しく生活できる地域社会、支え合う地域を目標に地域づくり
の輪が広がればと考えます。
　昼食後、会陽で有名な金陵山 西大寺観音院を訪れ、住職から観音院の歴史、西大寺会陽の今
の会陽に至るまでのご説明をしていただきました。
　宝木を手に入れ福を授かるという素朴な宗教信仰に起源を持つ行事が今の形になったことなど興味
深く説明を聞かせていただきました。
　最後に今回の交流会で熱心にご説明頂き、さらに、友好的に交流を図られたことに感謝するとともに、
一層のご活躍をお祈り申し上げます。

　令和２年1月29日（水）建部町文化センターにおいて、岡山県自治会連合会創立 20周年記念
大会が開催されました。岡山県自治会連合会は現在、岡山市、津山市、久米南町、美咲町、鏡
野町、勝央町の2市 4町の住民自治組織による連合組織で、平成 11年 4月に創立されて今年度
で 20 年を迎えます。
　記念大会の第１部は、開会のことば、会長あいさつ、来賓祝辞に続いて、大会宣言が採択さ
れました。大会宣言では次の５つの目標（抜粋）を掲げ、その達成に努めることを誓いました。
　・良好な地縁団体の維持及び形成を目指します。
　・地域住民の代弁者としてその意見を尊重し、多様なニーズに的確に対応するため、資質の向
　　上と品格の保持に努めます。
　・平穏で安らぎのある地域社会の構築を目指し、 行政と協働で安全安心な地域づくりに努め
　　ます。
　・県内の同志と交流・連帯するため、会員増強、人材の登用に努め 、組織の活性化を図ります。
　・歴史と伝統に培われた郷土を伝承し、個性豊かな地域社会の形成・振興に努めます。
　また、この10 年間に地縁による団体（自治会）功労者として叙勲又は総務大臣表彰を受章さ
れた方 を々紹介し、参加の11名に花束の贈呈が行われました。
　第２部では、「『生き活き岡山』の実現に向けて」と題して岡山県知事 伊原木 隆太 氏による講
演が行われました。また、ソーラン鏡野による郷土芸能「ソーラン踊り」を鑑賞しました。

おいしいデザートのお菓子をどうぞ‥

株式会社ドンレミー 岡山工場
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-250-0511

ドンレミーアウトレット岡山店
岡山市南区藤田 566-276　☎ 086-296-2871

東区長あいさつの様子

会長あいさつの様子

県知事による講演の様子

「ソーラン踊り」の様子

三市姉妹交流会参加の皆様

西大寺観音院
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会　　頭　 松　田　　　久
副 会 頭　 石　井　清　裕
副 会 頭　 梶　谷　俊　介
副 会 頭　 髙　谷　昌　宏
副 会 頭　 勝　矢　雅　一
副 会 頭　 森　　　健太郎
専務理事　 髙　橋　邦　彰
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岡山市町内会長等懇談会

　春分の侯、町内会関係者各位におかれましてはご健勝
でご活躍のこととお慶び申し上げます。
　令和２年２月９日（日）岡山市南区灘崎文化センターに
おいて岡山市町内会長等懇談会を開催しました。
　皆様お忙しい中、市内の町内会関係者、地域の安全
安心に携わっている方々にご参加いただきました。
　来賓として、大森岡山市長はじめ、浦上岡山市議会議
長、岡山県自治会連合会の皆様、岡山市各種団体の代
表者の方々にご臨席を賜りました。
　本懇談会は、岡山市連合町内会の活動状況を町内会
長等の方々に広く知っていただくとともに、相互の理解と
連携を深めるために開催しており、今年で13回目の開催
となります。
　また、日頃から永年にわたり地域活動にご尽力され、
れんげ賞を受賞された方々には、心からお祝い申し上げ
ます。
　授賞式の後、ご来賓として臨席賜りました大森岡山市
長よりお言葉をいただき、私たち地域活動に携わるもの
にとって、[共助 ] が大切だと思いました。
　活動報告では、スクリーンを使って岡山市連合町内会
及び各区の活動報告があり、参加された皆様に連合町内
会及び各区の活動状況がわかってもらえたと思います。
　今回は講演等ではなく、各区におけるESD活動を発

①時間　　②野球　　③続編 
④顆粒　　⑤紋章　

岡山市連合町内会会報

岡山市連合町内会
会長　久世　英一

□の中に同じ漢字を入れて、四字熟語を完成させてください。
　　① □往□来　　行ったり来たりすること。
　　② □思□愛　　互いに必要とし合っている関係のこと。　
　　③ 青□吐□　　きわめて苦しい状況のこと。　
　　④ □□大笑　　大きな声で思い切り笑うこと。　　　　
　　⑤ 名声□□　　世間での評判が非常によいこと。
　　⑥ □高□大　　大きな態度をとって他人を見下すこと。　　
　　⑦ □言□語　　根拠がまるでないうわさ話のこと。

　年末から年明けとともにコロナウイルスという人
類初めての感染症は、発祥の地中国のみならず、あっ
という間に全世界に感染が広まり、感染の恐怖と、
合わせて世界の経済も一気に委縮してしまったよう
に思えます。３月初めの時点で、岡山では感染が報
告されてはいませんが、小・中・高校などが臨時休
校になる等の大きな影響が出ています。
　私の知人はダイヤモンドプリンセスに乗っていた
そうです。しかしこの方はおおらかな方で、「せっ
かく乗った豪華客船だから十分に楽しめてよい。次
回の船旅は無料で招待してくれているから、現在ど
こへ行こうか考えている。」とのことでした。これ
を聞いて、「短い人生、今をいかに楽しく生きるか」
だと思いました。
　さて、今年度の連町会からは、春の叙勲で１名、
そして秋の叙勲で 3 名の方が勲章をもらわれまし
た。永年にわたり、地域活動を地道にされていたか
らこそいただけた勲章だと思います。
　このように単位町内会長・連合町内会長はそれぞ

表してもらいました。
北区：竹枝学区「旭川かいぼり調査」
中区：富山学区「富山の自然を楽しむ会」
東区：浮田学区「亀山城跡保存会浮田子どもクラブ」
南区：藤田公民館「藤田を楽しくし隊！」
　皆様の楽しい発表を聞いて、実際に参加しているよう
な気持になりました。
　当日参加された皆様にとって、岡山市内色々な箇所で
行われている行事について、ご理解いただけたと思います。
　皆様から頂いた感想はこれからの連合町内会活動に
役立てていきたいと思います。また、頂いた質問は、行
政等と協議し、できるだけ早く回答します。
　これからも包括的な住民組織として、安全・安心な地
域社会の形成、構築、維持に向かって進んでまいりたい
と思います。今後とも町内会、連合町内会へのご理解と
ご協力をお願いします。
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正解者の中から抽選で 10 名の方に粗品を進呈します。
〒住所・氏名を記入の上、下記までお送りください。

〈送付先〉〒700-8544   岡山市北区大供一丁目１－１
　　　　　　　　　　 岡山市連合町内会 会報編集委員会
〈締　切〉令和２年４月31日必着
〈発　表〉発送をもって代えさせていただきます。

編集後記
れ各地域住民の代表であり、また、その町内の人・
現状を一番深く知っている方たちなのです。
　今後とも各町内会長には、これを励みに自治活動
に励んでいただきたいと思います。

【編集委員長】長門　修二
【編集副委員長】小野　大作
【編 集 委 員】多賀　克充・正保　弘行
　　　　　　　 竹井　秋人・西山　拓雄

漢 字 イク ズ
１１６

前号の答え

久世会長あいさつの様子 市長あいさつの様子

ESD活動報告の様子

岡山市内の町内会の皆様が作るホームページ「電子町内会」。電子町内会を地域の皆様にもっと知ってもらうため
に、今年も利活用コンテストを実施します。パソコン、スマートフォン等で電子町内会のホームページを見て、気に入っ
た作品に投票してください。
【投票期間】2020 年 4月1日～4月30日
【投票部門】「写真」「自由テーマ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投票はこちらから→　

電子町内会利活用コンテスト２０20を実施します投票のお願い


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

